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市・県民税申告
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『路線バス』の必要性について考える
議会報告
平成18年度 決算報告
医療費の増加を抑えよう！
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みんなの広場
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えぼしこうあと



2008 . 2 . 1市政だより 天草   No.44 23

市・県民税の申告日程

●
申
告
案
内
ハ
ガ
キ

●
印
鑑

※
税
務
署
か
ら
の
申
告
書
と
、
市

役
所
か
ら
の
申
告
案
内
ハ
ガ
キ

の
両
方
が
届
い
た
人
は
、
税
務

署
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
申
告
の
際
に
必
要

な
も
の
は
、
申
告
す
る
人
そ
れ
ぞ

れ
の
所
得
の
種
類
な
ど
に
よ
っ

て
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。

 

◆
給
与
、年
金
所
得
が
あ
る
人

●
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
給
与
支
払
証
明
書

●
公
的
年
金
な
ど
の
源
泉
徴
収
票

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
人

は
、
源
泉
徴
収
票
（
原
本
）
と

本
人
名
義
の
預
貯
金
通
帳
（
口

座
番
号
が
わ
か
る
も
の
）
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

◆
事
業
、不
動
産
所
得
が
あ
る
人

●
収
入
（
売
上
額
・
出
荷
額
・
水

揚
げ
額
等
）
や
経
費
な
ど
が
わ

か
る
書
類
や
帳
簿

●
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

●
領
収
証

●
収
支
内
訳
書
（
所
得
の
種
類
ご

と
、
経
費
な
ど
の
科
目
ご
と
に

計
算
〔
合
計
〕
し
て
き
て
く
だ

さ
い
。計
算
を
し
て
い
な
い
と
、

申
告
の
順
番
が
後
回
し
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

※
農
業
所
得
は
、
収
支
計
算
に
よ

る
申
告
と
な
り
ま
す
。販
売（
出

荷
）
伝
票
や
必
要
経
費
の
わ
か

る
領
収
書
・
営
農
口
座
の
通
帳

な
ど
を
項
目
ご
と
に
分
け
て
集

計
し
、
収
支
内
訳
書
（
各
農
協

の
広
報
紙
に
折
り
込
ま
れ
た
簡

易
収
支
内
訳
書
で
も
可
）
に
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
自

家
消
費
分
に
つ
い
て
は
、
収
穫

量
を
記
録
し
て
お
い
て
く
だ
さ

い
（「
も
み
で
○
俵
」
な
ど
）。

 

◆
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
人

●
年
金
や
健
康
保
険
料（
税
）な
ど
の

領
収
書
ま
た
は
納
税
額
確
認
書

●
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書

市・県民税の申告が  始まります
２月1414日㊍～  ３月17日㊊

市・県民税の申告が  始まります
２月14日㊍～  ３月17日㊊

市・県民税の申告は必要ありません

平成19年中に
　収入はありましたか？

今年１月１日現在、天草市
に住所がありましたか？

１月１日現在、住所があった市町村に
申告の要・不要を確認してください

公的年金の収入のみですか？

給与収入がありましたか？

所得税の申告を
　　　　　　しますか？

勤務先が給与支払報告書を
市役所に提出していますか？

給与のほかに営業・農業・不動産・年金・
報酬などの収入がありましたか？

市役所から無収入の申告ハガキ
が送られてきましたか？

無収入の申告ハガキを
　　　　　提出しましたか？

はい いいえ市・県民税の申告が必要？ 不要？

はい

いいえ

（　　　　　　　　　　　　　　  ）
スタート

　国民健康保険や福祉・医療関係の
証明などに必要となりますので、

市・県民税の申告が必要です
※日程は３～5ページに掲載

　給与以外の所得が20万円以下の
ときは所得税の申告は不要ですが、

市・県民税の申告は必要です
※日程は３～5ページに掲載

市・県民税の申告が必要です
※日程は３～5ページに掲載

市・県民税の申告は必要ありません
　ただし、年末調整をしていない人で、扶
養控除や社会保険料控除などの所得控除
を受ける場合は、申告してください。

市・県民税の申告は必要ありません
　ただし、扶養控除や社会保険料控除などの
所得控除を受ける場合は、申告してください。

　

申
告
が
必
要
な
人
は

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど
収
支

内
訳
書
の
作
成
が
必
要
な
所
得
が
あ

る
人
（
税
務
署
で
申
告
す
る
人
を
除

く
）
で
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が
必

要
な
人
に
は
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
申
告
案
内
ハ
ガ
キ
が
届

い
て
い
な
い
場
合
で
も
、
平
成
19
年

中
に
収
入
が
あ
っ
た
人
で
、
上
表
で

市
･
県
民
税
の
申
告
が
必
要
と
な
っ

た
人
は
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
告
会
場
を
今
回
、
大
幅

に
見
直
し
て
い
ま
す
の
で
、
３
〜
５

ペ
ー
ジ
の
申
告
日
程
を
確
認
の
う
え

ご
来
場
く
だ
さ
い
（
本
庁
・
市
民
税

課
や
各
支
所
・
総
務
振
興
課
で
の
申

告
は
で
き
ま
せ
ん
）。
ま
た
、
青
色

申
告
や
譲
渡
所
得
申
告
、
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
を
初
め
て
受
け
る
場

合
は
、
税
務
署
で
申
告
し
て
く
だ
さ

い
。

　

平
成
18
年
中
に
収
入
が
な
か
っ
た

人
に
は
、
無
収
入
の
申
告
ハ
ガ
キ
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
同
19
年
中
も
無

収
入
だ
っ
た
場
合
に
限
り
、
無
収
入

の
申
告
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
返
送
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
申
告

は
完
了
し
ま
す
（
申
告
会
場
で
申
告

す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

営業・農業・不動産などの
　収入はありましたか？

対  象  地  区 対  象  地  区月  日 申告会場９：00～12：00 13：00～16：00月  日

２/14㊍

２/15㊎

２/18㊊

２/19㊋

２/20㊌

２/21㊍

２/22㊎

２/25㊊

２/26㊋

２/27㊌

２/28㊍

２/29㊎

３/３㊊

３/４㊋

３/５㊌
３/６㊍
３/７㊎
３/９㊐
３/11㊋

３/12㊌

３/13㊍
３/14㊎
３/16㊐・17㊊

９：00～12：00

久保、中原、寺中東、寺
中西、横頭、後家、中村

大門、今村、釜、錦
島、亀島、大友尻、
立浦東、立浦西

宇土、春登、後堀、
開場、友尻

下浜田、上浜田

中岳、金ノ入、樫ノ
木、豆木場、屋形
上在郷、下在郷、宮
口、元
金ヶ丘、寺の尾、ほ
んどの森、旭町

仲の塩屋、間伏、江
川舟江、東宇土

瀬戸上、瀬戸中央、
土手、加志

大迫、宇津木、大
地、大林

平、引地、前原、二
又、福岡下

中鶴、下鶴、八久
保、平、新休上、新
休下
東外園、西外園、村、
松崎、西、野中樫木
上小手、湯貫、柿
塚、石場
城下、浜崎、中村
山仁田、本泉
広瀬、大矢崎
茂木根釜
山の手、下町

中南、上南

西浜、船之尾、古川
川原新町、中山口、内柿
予備日

13：00～16：00

平、下門、辺田、大久
保、内目、中、笹生
大平、観音、方原上、
方原下、舟津１、舟津２、
舟津３、舟津４、舟津５、
舟津６、東大平、新田
通山、長野、寺中、
新町、粟島
恵比曽、上、住吉、
新田
樫の実鶴、長迫、
村、平、市古木
堀の内、町、松原、
洲の崎

三軒屋、浜洲、明瀬

西宇土、村、下、横
辺田、野添、大松
戸、日高野
仲ノ浦、知ヶ崎、塚田、
焼野、平床、瀬戸町

久々山、道目木、大野、
迫地、寺の尾、長野
福岡上、平床下、田原、万
所、宇土野、鉾、広野、梶
山、永野、洗切、田代、上鶴
横久保、上掛道、下
掛道、道面、下向、枦
の原下、枦の原上
江浦須森、下船場、中船場、
上船場、後小手、前小手
金焼１、金焼２、金焼３、
広崎ヶ浦、崎野、平床
牛の首、馬場
今釜、今釜新町
小松原、大門口
茂木根村
浄南
浜津、港町、土手、
上町、東浜
下川原、上川原
溝端、山の口、半河内

申告会場

楠浦町公民
館

亀場町公民
館

宮地岳町公
民館

佐伊津町公
民館

志柿町公民
館

枦宇土町公
民館

本町公民館

下浦町公民
館

天草市民セ
ンター

【本渡地区】

　昨年１年間の営業や事業収入の総決算を行う税の申　昨年１年間の営業や事業収入の総決算を行う税の申
告時期がやってきました。今月号では、申告の要・不告時期がやってきました。今月号では、申告の要・不
要の判断の目安や申告の際の持参品、申告日程（要の判断の目安や申告の際の持参品、申告日程（３～
５ページに掲載）など５ページに掲載）などをお知らせしますをお知らせします。

　昨年１年間の営業や事業収入の総決算を行う税の申
告時期がやってきました。今月号では、申告の要・不
要の判断の目安や申告の際の持参品、申告日程（３～
５ページに掲載）などをお知らせします。

市
・
県
民
税
の

市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
な
も
の
は
？

　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
な
も
の
は
？

市
・
県
民
税
の
申
告
の
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　

必
要
な
も
の
は
？
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◆
医
療
費
控
除
を
受
け
る
人

●
支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書
や

明
細
書

●
生
命
保
険
や
医
療
保
険
の
高
額

療
養
費
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
る

金
額
の
明
細
書

●
介
護
保
険
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
支
給
決
定
通
知
書

※
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
と
き
は
、
領
収
書
と
医
師

の
お
む
つ
使
用
証
明
書
が
必
要

で
す
。
た
だ
し
、
介
護
保
険
被

保
険
者
で
お
む
つ
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
人
は
、
２
年
目
か
ら

市
が
発
行
す
る
確
認
書
と
領
収

書
で
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
細
は
本
庁
・
高
齢

者
支
援
課
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費

支
給
額
明
細
書
が
必
要
な
人
は
、

保
険
証
を
持
参
し
、本
庁
・
保
険

年
金
課
ま
た
は
牛
深
支
所
・
市
民

課
、そ
の
他
の
支
所
・
市
民
生
活

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
生
命
保
険
料
、
地
震
保
険

料
控
除
を
受
け
る
人 

●
支
払
っ
た
保
険
料
の
証
明
書

 

◆
雑
損
控
除
を
受
け
る
人

●
被
災
証
明
書

●
被
害
を
受
け
た
住
宅
・
家
財
の

明
細
書
や
、
支
払
っ
た
修
繕
費

な
ど
の
領
収
書

●
損
害
保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ

る
金
額
の
明
細
書

 

◆
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人

●
障
害
者
手
帳
ま
た
は
障
害
者
控

除
対
象
者
認
定
書

※
同
認
定
書
は
、
身
体
や
精
神
に

障
害
が
あ
る
65
歳
以
上
の
人

で
、
そ
の
障
害
が
①
身
体
障
害

の
１
〜
６
級
②
知
的
障
害
の
軽

度
・
中
度
・
重
度
③
寝
た
き
り
、

と
同
じ
程
度
と
認
め
ら
れ
る
人

に
発
行
し
ま
す
。①
②
は
本
庁
・

社
会
福
祉
課
で
、③
は
同
・
高

齢
者
支
援
課
で
申
請
し
て
く
だ

さ
い
（
牛
深
支
所
・
保
健
福
祉

課
と
そ
の
他
の
支
所
・
市
民
生

活
課
で
も
申
請
で
き
ま
す
）。

♦
市
･
県
民
税
の
申
告
に
つ
い
て

の
詳
細
は
、
本
庁
・
市
民
税
課

市
民
税
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線

１
１
４
５
ま
た
は
各
支
所
・
総

務
振
興
課
税
務
担
当
係
へ
。

♦
所
得
税
の
申
告
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、
天
草
税
務
署
☎
㉒
２
５

１
０
へ
。

1
平
成
19
年
に
所
得
が
大
幅
に
減
っ

て
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た

人
に
増
額
分
の
住
民
税
を
還
付
！

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19
年

度
の
市
・
県
民
税
が
増
額
し
た
分

は
、
同
19
年
分
の
所
得
税
が
減
額

さ
れ
て
い
る
た
め
、
納
税
者
の
負

担
は
基
本
的
に
は
変
わ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
平
成
19
年
の
所
得

が
大
幅
に
減
り
、
所
得
税
が
か
か

ら
な
く
な
っ
た
人
は
、
税
源
移
譲

に
よ
る
所
得
税
の
減
額
の
影
響
は

受
け
ず
に
、
市
・
県
民
税
の
増
額

の
影
響
の
み
を
受
け
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
た
め
、
す
で
に
納
付
済

み
の
同
19
年
度
分
の
住
民
税
額
か

ら
、
税
源
移
譲
に
よ
り
増
額
と
な

っ
た
分
を
還
付
す
る
経
過
措
置
が

と
ら
れ
ま
す
。
こ
の
措
置
は
、
同

19
年
度
分
の
市
・
県
民
税
に
の
み

適
用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
還
付
を

受
け
る
た
め
に
は
申
告
書
の
提
出

が
必
要
で
す
。

■
申
告
書
の
提
出
期
間
＝
７
月
１

日
㊋
か
ら
同
31
日
㊍
ま
で
。

※

申
告
書
の
提
出
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、決
ま
り
し
だ
い
市
政
だ
よ
り

天
草
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対  象  地  区 対  象  地  区対  象  地  区月  日 申告会場９：00～12：00 13：00～16：00 ９：00～12：00 13：00～16：00 ９：00～12：00 13：00～16：00月  日

２/14㊍

２/15㊎

２/18㊊
２/19㊋
２/22㊎
２/25㊊
２/26㊋
２/27㊌
２/28㊍
２/29㊎

３/３㊊

３/４㊋

３/５㊌

３/６㊍

３/７㊎

３/10㊊

３/11㊋

３/12㊌

３/13㊍・
14㊎・17㊊

２/14㊍

２/15㊎

２/18㊊

２/19㊋

２/20㊌

２/21㊍
２/22㊎

２/25㊊

２/26㊋

２/27㊌

２/28㊍

２/29㊎
３/３㊊
３/４㊋

３/５㊌

３/６㊍
３/７㊎

３/10㊊

３/11㊋

３/12㊌

３/13㊍

２/26㊋

２/27㊌

２/28㊍

３/14㊎

２/14㊍
２/15㊎

２/18㊊

２/19㊋

２/20㊌

２/21㊍

２/22㊎

２/25㊊

２/29㊎

３/３㊊

３/４㊋

３/５㊌

３/14㊎

３/６㊍

３/７㊎

３/10㊊

３/11㊋

３/12㊌
３/13㊍

９：00～12：00

深海町下平

深海町浅海

深海町東多々良
深海町中浦
牛深町岡東
牛深町岡東
牛深町岡一区～四区
牛深町加世浦
牛深町宮崎

久玉町山の浦

久玉町吉田

久玉町村田、かじや

二浦町亀浦

二浦町早浦

魚貫町浦越、福津

魚貫町一区、二区

牛深町須口

予備日

大浦山浦、船津、
横洲、東

楠甫下毛、山浦、中
津浦
須子北区、東区、
祇園区

赤崎１区、２区、３区

上津浦１区、２
区、３区
下津浦下、迫、平
小島子上、下

大島子入角・鬼塚、
下・江口

村・向、唐木崎

上脇、下脇、上竹地

牧本、長浦、椛の木
（9：00～11：30）

境目
西ノ原
引地、中浦

松尾、小浦、新町

南平、旭、目玉
曙、倉本

大河内、中河内（大
原、大平、中ノ門）
打田、村（上、下、松
尾）

川下

湯船原下（中町、新
町、本町、住宅）、
浜、古江（久木山
上、久木山下、中）

小峰、下大多尾、
大多尾中央

馬場下、渡ノ浦、
平、棒の鶴、馬場
上、切越

釜、大宮、大宮地
中央、中浪、中山

村中、東

１区
３区、４区
６区、７区、８区、
９区

13区・14区・29区

19区（島上1～6、
島下1～5）

20区

22区、23区

25区

上、中（川向）

轟、湯の本

諏訪、元向内峰、
大庵皿山

中央、越崎、野中

下田南

松崎、西高根、舟
津

下町、中町、船
津、向江
上津留、下津留

板之河内、今村

白木河内
古江、路木

13：00～16：00

̶̶̶̶̶̶

深海町舟津

牛深町船津、真浦

牛深町鬼塚
牛深町天附、元下須

久玉町内の原

久玉町大脇、上揚
久玉町明石、中の
浦、大の浦

天草町向辺田、河
浦町四名田・綿内

魚貫町池田

牛深町茂串

大浦白当、大間崎、
桑の浦、小畦・水車

楠甫下村、江の浦、
蛤
須子中央区、昭和
区、西区
赤崎４区、５区、６
区、７区
上津浦４区、５区、６
区、７区、８区、９区
下津浦宮本、山浦
大島子鷲口、上・園田
大島子船津、中津、
東沖の田、西沖の
田、大矢

古屋敷、元浦、大浦

下竹地、越地、外平

横浦、杉浦、﨑浦

浜田
才ツ原、大宮田
向名桐、名桐
中原、家久栄、赤仁
田、平野
山崎、上揚、鳴川
小崎、歳川、横道

中 河 内（中 村）、
下河内
村（平の口、白洲団地、
白洲西団地）、山浦

湯船原上、湯船原
下（樋ノ口、野田
迫、梅迫）

古江（松葉、井手
尾、辻）、稚児崎

浦方先、浦方中、浦
方新開、長野、天
樫、横島

諏訪、宮地浦、高
二、立

碇石上、碇石下

西、港

２区、31区
５区

10区、11区、12区

15区、16区、17
区、18区、30区
19区（島下6～8）、
28区

21区

24区

26区、27区

中（佐世布河内、
六本木）、下

長畑、宮の本

白木、中向、宮の平、
松下、上河内大野
浜里、横浜、唐
崎、軍ヶ浦
̶̶̶̶̶̶

本郷北、本郷南、
女岳出、女岳外、
上平
志茂、西河内、大
川内、小島
立原、市平
益田、葛河内、十
三野、平野
倉田、中村、下田
久留、主留

申告会場

下平生活改
善センター
浅海生活改
善センター
ふかみふれあ
いセンター

牛深支所
２階会議室

山の浦生活改善セン
ター／内の原公民館

くたまふれあ
いセンター

二浦地区多目的
研修集会施設

魚貫交流促
進センター
魚貫町集会場
／茂串公民館
須口健康セ
ンター
牛深支所
２階会議室

大浦公民館

楠甫公民館

須子公民館

有明保健セ
ンター

上津浦公民館

下津浦公民館

島子公民館

御所浦島開発
総合センター
御所浦漁村
センター
あこうの里ふれあ
い館/横浦島コミ
ュニティセンター

倉岳漁村セ
ンター

倉岳老人憩
いの家

倉岳多目的研
修集会施設

栖本福祉会
館

栖本福祉会
館

大多尾公民
館

新和町民セ
ンター

中田公民館

五和町コミュニ
ティセンター

鬼池公民館

五和漁村セ
ンター

地域交流セ
ンターおお
くす

福連木多目
的集会所
天草町民セ
ンター

天草支所

大江漁村セ
ンター
下田南公民館

宮野河内出
張所

富津出張所

新合出張所

河浦支所

対  象  地  区月  日 申告会場月  日 申告会場

●２月18日㊊～３月17日㊊（土・日曜日を除く）
　　午前９時～午後５時／天草税務署
●２月20日㊌・翌21日㊍
　　午前９時～午後５時／牛深支所

所得税確定申告の日程

牛深町天附

【有明地区】

【牛深地区】※天草町向辺田と河浦町四名田・綿内を含む

【新和地区】

【五和地区】

【天草地区】※天草町向辺田は【牛深地区】の日程をご覧ください

【河浦地区】※河浦町四名田・綿内は【牛深地区】の日程をご覧ください

※本庁・市民税課や各支所・総務振興課での申告はでき
ません。

※青色申告や譲渡所得申告、住宅借入金などの特別控除
を初めて受ける場合の申告は、税務署で申告してくだ
さい。

市・県民税の申告日程

　

税
源
移
譲
に
よ
り
、
平
成
19
年
か
ら
所
得
税
と
市
・
県
民
税
（
住

民
税
）
の
し
く
み
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、「
平
成
19

年
に
所
得
が
大
幅
に
減
っ
て
所
得
税
が
か
か
ら
な
く
な
っ
た
人
で
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
」や「
平
成
19
年
の
所
得
税
か
ら
住
宅
ロ
ー

ン
控
除
額
を
す
べ
て
控
除
で
き
な
く
な
っ
た
人
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）」

は
、
市
・
県
民
税
の
減
額
や
還
付
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

□減額措置が適用される人のイメージ

30万円

15万円 15万円

【税源移譲前】 【税源移譲後】 【減額措置適用】

平成１９年分の
所得税
０円

平成１９年度の
市・県民税
25万円

平成１９年分の
所得税
０円

　所得税の減額
の影響は受けら
れないのに、市・
県民税は10万
円増えています

　減額措置
を適用し、
税源移譲前
の税額まで
減額します

所
得
税

市
・
県
民
税

還 付

【御所浦地区】

【倉岳地区】

【栖本地区】

←
←

税
源
移
譲
に
伴
い

　

市
・
県
民
税
の
減
額
や
還
付
が
受
け
ら
れ
ま
す
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　「e-Tax（国税電子申告・納税システム）」を利
用すると、自宅や事業所などにいながらインター
ネットを使って、所得税や法人税、消費税、酒税な
どの申告をはじめ、全税目の納税や申請・届け出な
どの手続きができます。このほか、①最高5,000円
の税額控除が受けられる②源泉徴収票などの添付
書類が不要③還付が早いなどの利点があります。

　なお、利用する人は、税務署への届出書の提
出や、一定の条件を満たした電子証明書の取得
などが必要です。

※詳細は、e-Taxホームページ（http://www.
　e-tax.nta.go.jp）またはヘルプデスク☎
0570-015901へ。

2
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
額
を
所
得
税

か
ら
引
き
き
れ
な
い
場
合
は
、

市
・
県
民
税
か
ら
控
除
！

　

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
（
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
）
を
受
け
て
い
る

人
の
中
に
は
、
税
源
移
譲
に
よ
っ

て
所
得
税
が
減
額
と
な
り
、
同
控

除
を
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

所
得
税
か
ら
引
き
き
れ
な
か
っ
た

額
を
翌
年
度
の
市
・
県
民
税
か
ら

控
除
す
る
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

な
お
、
こ
の
措
置
の
適
用
を
受

け
る
た
め
に
は
、
毎
年
「
住
宅
借

入
金
等
特
別
税
額
控
除
申
告
書
」

を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
＝
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
人
。

①
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
を
受
け
て

い
る
人
（
平
成
11
年
か
ら
同

18
年
ま
で
に
入
居
し
た
人
に

限
る
）。

②
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
可
能
額

が
、
平
成
19
年
分
の
所
得
税

額
を
超
え
て
い
る
人
。

■
計
算
方
法
＝
下
図
参
照
。

■
申
告
書
の
提
出
期
限
＝
３
月
17

日
㊊
ま
で
。

■
申
告
書
の
提
出
方
法

●
確
定
申
告
を
し
な
い
人…

申
告

書
に
年
末
調
整
済
み
の
源
泉
徴

収
票
を
添
え
て
、
今
年
１
月
１

日
に
居
住
し
て
い
た
市
町
村

（
本
市
の
場
合
は
、
本
庁
・
市

民
税
課
、
各
支
所
・
総
務
振
興

課
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
確
定
申
告
を
す
る
人…

税
務
署

で
確
定
申
告
を
す
る
際
に
申
告

書
も
あ
わ
せ
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※

・
注…
申
告
書
は
、
昨
年
12
月

下
旬
に
対
象
者
の
事
業
所
へ
送

付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
役

所
本
庁
・
市
民
税
課
ま
た
は
各

支
所
・
総
務
振
興
課
、
天
草
税

務
署
、
市
・
県
民
税
の
各
申
告

会
場
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で
き

ま
す
。

※

税
源
移
譲
に
よ
る
市
・
県
民
税 

の
減
額
や
還
付
に
つ
い
て
の
詳

細
は
、本
庁
・
市
民
税
課
市
民
税

係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
１
４

５
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

国
道
３
２
４
号

リンドマール
TAIYO

本渡橋

諏訪神社

祇園橋

東浜交番

本渡商工会議所
天草信用金庫

天草市役所

中
央
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド

天草プラザホテル

町山口川

□減額措置が適用される人のイメージ

税源移譲前 税源移譲後

所得税額所得税額
住宅ローン住宅ローン
控除可能額控除可能額

□市・県民税の住宅ローン控除額の計算方法

※

・
注

郵便局

住宅ローン住宅ローン
控 除 額控 除 額

納付すべき納付すべき
所得税額

所得税額
住宅ローン
控除可能額

住宅ローン
控 除 額

納付すべき
所得税額

減少
措  

置

本
来
納
付
す
べ
き
市
・
県
民
税
額

所得税から控除しきれなかった住宅ロー
ン控除額を翌年度の市・県民税から控除

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

ｅ‐Ｔａｘを利用して確定申告を！ｅ‐Ｔａｘを利用して確定申告を！ｅ‐Ｔａｘを利用して確定申告を！

❶住宅ローン控除可能額
❷税源移譲前の税率による所得税額
計算の結果が０以下のときは市・県民税の控除はできません。

控除額 －＝ 下の❶または❷のいずれか少ない額 平成19年分の所得税額

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

－ ＝ 所得税額所得税額

住宅ローン住宅ローン
控除可能額控除可能額 所得税所得税

住宅ローン住宅ローン
控 除 額控 除 額

控除しきれ控除しきれ
なかった額なかった額

－ ＝

所得税額が
減 少

納付すべき納付すべき
市・県民税額市・県民税額

市・県民税市・県民税
住宅ローン
控除額控除額

所得税額

住宅ローン
控除可能額 所得税

住宅ローン
控 除 額

控除しきれ
なかった額

納付すべき
市・県民税額

市・県民税
住宅ローン
控除額

これまで所得税から控除できこれまで所得税から控除でき
た住宅ローン控除額が減少た住宅ローン控除額が減少
これまで所得税から控除でき
た住宅ローン控除額が減少

２
月
12
日
㊋
か
ら
利
用
予
約
の
受
け
付
け
を
開
始
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位置図
●

国
道
３
２
４
号

国
道
３
２
４
号

国
道
３
２
４
号

●

●

GS
●

●

●

ポルト

リンドマールリンドマール
TAIYOTAIYO

本渡橋本渡橋

諏訪神社諏訪神社

祇園橋

東浜交番東浜交番

本渡商工会議所本渡商工会議所
天草信用金庫天草信用金庫

リンドマール
TAIYO

本渡橋

諏訪神社

祇園橋

東浜交番

本渡商工会議所
天草信用金庫

●

天草市役所天草市役所天草市役所

中
央
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド

中
央
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド

中
央
銀
天
街
ア
ー
ケ
ー
ド

天草プラザホテル天草プラザホテル天草プラザホテル

熊本ファミリー銀行

施設の概要
【名　称】
　天草宝島国際交流会館ポルト
【所在地】
　天草市中央新町15番７号
【面　積】敷地1233.45㎡
　　　　  建物  961.48㎡
【電話番号】
　㉔1155（４月１日から）
【開館時間】
　午前９時から午後10時まで
【休館日】
　１月１日と12月31日

　

本
渡
中
央
北
地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
10
月
か
ら
建
築
工
事
を

行
っ
て
き
た
『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル

ト
』
が
、
い
よ
い
よ
４
月
１
日
㊋
に
オ
ー
プ
ン
。

２
月
12
日
㊋
か
ら
利
用
予
約
の
受
け
付
け
を
開

始
し
ま
す
。

　

同
館
は
、
旧
ニ
チ
イ
ビ
ル
の
基
礎
や
柱
な
ど

の
骨
格
部
分
を
利
活
用
し
て
廃
材
の
排
出
を
抑

え
る
環
境
に
や
さ
し
い〝
リ
フ
ァ
イ
ン
建
築
工

法
〞で
整
備
。
天
草
地
域
の
観
光
・
物
産
情
報

な
ど
の
収
集
・
発
信
や
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の

拠
点
施
設
と
し
て
、
観
光
客
な
ど
に
天
草
の
観

光
情
報
な
ど
を
提
供
す
る
「
観
光
案
内
情
報
コ

ー
ナ
ー
」
を
は
じ
め
、
子
ど
も
や
高
齢
者
が
自

由
に
利
用
で
き
る
「
子
ど
も
広
場
」「
高
齢
者

サ
ロ
ン
」
や
、
１
５
０
人
収
容
の
「
多
目
的
ホ

ー
ル
」、
バ
ン
ド
や
踊
り
な
ど
の
練
習
が
で
き

る
「
ス
タ
ジ
オ
」
な
ど
を
設
け
て
い
る
ほ
か
、

各
階
に
多
目
的
ト
イ
レ
を
設
置
。
ま
た
、
環
境

に
配
慮
し
、
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し

て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、施
設
の
紹
介
と
利
用
予
約
の
方
法
、

見
学
会
の
開
催
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町山口川町山口川町山口川

所得税額
住宅ローン
控除可能額

●

●

郵便局郵便局郵便局

住宅ローン
控 除 額

納付すべき
所得税額

●

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

ｅ‐Ｔａｘを利用して確定申告を！ｅ‐Ｔａｘを利用して確定申告を！

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

『
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
』オ
ー
プ
ン
！

所得税額

住宅ローン
控除可能額 所得税

住宅ローン
控 除 額

控除しきれ
なかった額

納付すべき
市・県民税額

市・県民税
住宅ローン
控除額

これまで所得税から控除でき
た住宅ローン控除額が減少

２
月
12
日
㊋
か
ら
利
用
予
約
の
受
け
付
け
を
開
始

か
ら
利
用
予
約
の
受
け
付
け
を
開
始

２
月
12
日
㊋
か
ら
利
用
予
約
の
受
け
付
け
を
開
始

４
月
１
日
㊋
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多目的ホール多目的ホール

ステージ

控室
楽屋⑴
楽屋⑵

控室
楽屋⑴
楽屋⑵

男子
トイレトイレ

女子トイレ女子トイレ 多目的多目的
トイレトイレ

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

エレベーターエレベーター

吹き抜け吹き抜け

多目的ホール

ステージ

控室
楽屋⑴
楽屋⑵

男子
トイレ

女子トイレ 多目的
トイレ

エレベーター

吹き抜け

吹き抜け吹き抜け

吹き抜け吹き抜け

子ども広場

高齢者
サロン

交流ホール交流ホール

展示ホール

研修室

ロッカールームロッカールーム 男子男子
トイレトイレ

女子トイレ女子トイレ 多目的多目的
トイレトイレ

エレベーター

吹き抜け

子ども広場

高齢者
サロン

交流ホール

展示ホール

研修室

ロッカールーム 男子
トイレ

女子トイレ 多目的
トイレ

男子トイレ男子トイレ

女子トイレ女子トイレ多目的多目的
トイレトイレ

男子トイレ男子トイレ

女子トイレ女子トイレ

多目的トイレ多目的トイレ

オープン
スペース

観光案内
情報コーナー情報コーナー

事務室

軽食
コーナー駐車場

駐輪場
駐車場 エレベーター

吹き抜け

男子トイレ

女子トイレ多目的
トイレ

オープン
スペース

観光案内
情報コーナー

事務室

軽食
コーナー

駐輪場
駐車場

スタジオ⑵

スタジオ⑴

上部吹き抜け上部吹き抜け

エレベーター

男子トイレ

女子トイレ

多目的トイレ

スタジオ⑵

スタジオ⑴

上部吹き抜け

１階

２階

３階

地階

　事務室では、施設の利用受付や観光案
内などを行います。
　軽食コーナーでは、パンやコーヒーな
どの購入・飲食ができます。

　インターネットを利用して、観光情報などを見る
ことができます。買い物客やバスを待つ人の休憩や
待ち合わせの場所としても自由に利用できます。

　講演会や発表会などに利用できます
（150人利用可）。ステージがあり、照明器
具や音響設備、緞帳などを設置しています。

　防音のスタジオでバンドや太鼓、三
味線、踊りなどの練習や発表会ができ
ます。会議室としても利用できます。

　楽屋（畳敷き）や控室は、小会議室と
しても利用できます。

　絵画や書道、陶芸、生け花、盆栽など、
さまざまな展示ができます。展示のため
に使用する場合は冷暖房料は無料です。

　会議や研修などに利用できます（30人利用可）。ボ
ランティアやまちづくりグループ、NPO法人などの団
体が公共の利益となる活動で使用するときは無料です。
　併設のロッカールームには、パソコンや書類などを
保管できるロッカーを備え付けています（有料）。

■多目的トイレ＝各階（４カ所）
に設置。手すりやおむつ交換用
のベビーシートなどを設置して
います。

　小規模な会合や打ち合わせ
ができるスペースです。

　中学生以下とその同伴者が自由に
利用できます(無料。独占使用は不
可）。児童用の図書やおもちゃ、ベ
ビーベッドなどを設置しています。

　おおむね65歳以上の人とその同
伴者が自由に利用できます(無料。
独占使用は不可）。くつろげるよう
に畳敷きにしています。

　物産の展示・販売や各種展示会などに利用でき
る屋外に開放されたスペースです。ベンチやテー
ブルなどがあり、自由にくつろげます。

■太陽光発電システム＝環境に
やさしい太陽光発電システム
（発電能力20kW）を導入し
ています。

■吹き抜け＝建物
の中央部に地階
から３階までの
吹き抜けがあ
り、館内全体が
明るい雰囲気に
なっています。

■エレベーター＝11人乗りです。

■身障者用駐車場＝３台分設置して
います。

多目的ホール多目的ホール多目的ホール

研修室研修室研修室

展示ホール展示ホール展示ホール
子ども広場子ども広場 高齢者サロン高齢者サロン子ども広場 高齢者サロン 交流ホール交流ホール交流ホール

軽食コーナー軽食コーナー 事務室事務室軽食コーナー 事務室 オープンスペースオープンスペース観光案内情報コーナー観光案内情報コーナー オープンスペース観光案内情報コーナー

スタジオスタジオ⑴・⑵スタジオ⑴・⑵

（身障者用１台）（身障者用１台）（身障者用１台）

（身障者用２台）（身障者用２台）（身障者用２台）

楽屋楽屋⑴楽屋⑴

どんちょう

施設内を紹  介します！『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日㊋オープン！オープン！『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日㊋オープン！
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施設見学会を開催します施設見学会を開催します施設見学会を開催します

利用予約の受付を開始！２月12日㊋か
ら

スタジオ⑴

スタジオ⑵

交流ホール

展示ホール

研修室

多目的ホール

控　室

楽屋⑴

楽屋⑵

オープンスペース

525円

525円

210円

210円

525円

420円

840円

630円

210円

210円

210円
１㎡につき１日当たり

105円

スタジオ⑴

スタジオ⑵

交流ホール

展示ホール（展示目的以外で利用する場合）

研修室

多目的ホール

控　室

楽屋⑴

楽屋⑵

舞台照明器具

多目的ホール照明

ロッカー

630円

630円

315円

630円

315円

1,260円

315円

315円

315円

525円

105円

１台につき１カ月当たり
1,575円

　『天草宝島国際交流会館ポルト』の利用予約の受付を開始
します。皆さん、ぜひご利用ください。

■受付開始日＝２月12日㊋。
■使用料など＝下表参照。
■予約方法＝本庁（別館）・商工観光課に備え付けの仮申請
書に必要事項を記入し、同課へ提出してください。

※４月１日からの受付窓口は、天草宝島国際交流会館ポル
トとなります。

　利用予約の受付開始前に、施設見学会を開催します。
実際に施設内を案内し、施設概要や特徴などを説明し
ます。事前の申し込みは必要ありません。参加を希望
する人は、開催時間までに『天草宝島国際交流会館ポ
ルト』へおいでください。

【見学会の開催日時】
●２月６日㊌　①午後２時から
　　　　　　　②午後７時から
●２月10日㊐　①午前10時から
　　　　　　　②午後２時から

□使用料一覧

※１・営利目的で利用するときや入場料（会費やその他
入場料に相当するお金を含む）を集めるとき、飲食を
伴う利用をするときの使用料は、基本使用料の1.5倍
となります。

※２・営利を目的とせず、社会一般の利益となる活動を
行う団体が研修室を利用するときの使用料は無料で
す。

区　　　　　分

施設使用料 冷暖房使用料

設備使用料

ロッカー使用料

 基本使用料
（１時間当たり） 区　　　　　分 使用料

（１時間当たり）

展示目的で利用する場合

展示目的以外で利用する場合

ステージを利用する場合

ステージを利用しない場合

※３・展示目的で展示ホールを利用する場合は無料です。

◎いずれも利用時間に１時間未満の端数があるときは、
１時間として、ロッカーについては、使用期間が１
カ月に満たないときは、１カ月として計算します。

※『天草宝島国際交流会館ポルト』についての詳細は、本庁（別館）・商工観光課商工振興係
　☎㉓1111内線2552へお尋ねください。

『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日㊋オープン！オープン！『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日㊋オープン！

利用予約の受付を開始！利用予約の受付を開始！利用予約の受付を開始！

（※１）

（※２）

（※３）

94,073 86,671
104,654

141,928
147,808

183,054
182,580

186,582
191,407

150 130
110 110

98 89
78 73 74

市
民
の
足 『
路
線
バ
ス
』
の

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
の
足 『
路
線
バ
ス
』
の

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る



施設見学会を開催します施設見学会を開催します

『天草宝島国際交流会館ポルト』４月１日㊋オープン！

利用予約の受付を開始！

市政だより 天草   No.4411

　

市
内
各
地
を
結
ぶ
公
共
交
通
機

関
の
一
つ
で
あ
る
『
路
線
バ
ス
』

は
、
利
用
者
が
平
成
10
年
の
１
５

０
万
人
か
ら
同
18
年
に
は
74
万
人

ま
で
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
市
で

は
、
路
線
バ
ス
の
運
行
を
維
持
す

る
た
め
に
財
政
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
額
は
平
成
10
年
の

９
、４
０
７
万
３
、０
０
０
円
か
ら

同
18
年
に
は
１
億
９
、１
４
０
万

７
、０
０
０
円
ま
で
に
増
加
し
て

い
ま
す
（
下
グ
ラ
フ
参
照
）。

　

さ
ら
に
、
原
油
価
格
の
高
騰
の

影
響
を
受
け
、
路
線
バ
ス
を
運
行

す
る
産
交
バ
ス
㈱
で
は
、「
一
町

田
中
央
〜
新
合
・
西
高
根
〜
上
平

線
」
を
３
月
31
日
ま
で
で
廃
止
さ

れ
る
予
定
で
す
。天
草
島
内
で
は
、

１
便
当
た
り
の
平
均
乗
客
数
が
１

人
以
下
と
い
う
路
線
が
多
く
、
今

後
も
利
用
者
が
増
え
な
い
場
合

は
、
さ
ら
な
る
減
便
や
路
線
の
廃

止
も
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
産
交
バ
ス
㈱

で
は
、
天
草
島
内
全
域
を
自
由
に

利
用
で
き
る〝
天
草
回
遊
乗
車
券
〞

や
九
州
全
域
を
自
由
に
利
用
で
き

る〝
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｑ
パ
ス
〞な
ど
を
販
売

し
た
り
、
設
定
さ
れ
た
区
間
で
あ

れ
ば
ど
こ
で
で
も
乗
降
で
き
る

〝
フ
リ
ー
乗
降
制
度
〞を
導
入
し
た

り
す
る
な
ど
、
利
用
し
や
す
い
バ

ス
の
運
行
を
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
減
少
の
原
因
の
一
つ

に
、
マ
イ
カ
ー
（
自
家
用
自
動
車
）

の
普
及
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
マ
イ

カ
ー
が
あ
れ
ば
、
時
間
を
気
に
せ

ず
出
か
け
ら
れ
、
重
い
荷
物
を
運

ぶ
の
に
も
便
利
で
す
。
広
い
天
草

で
は
、
マ
イ
カ
ー
は
な
く
て
は
な

ら
な
い
も
の
と
感
じ
て
い
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
の
利
用
に

つ
い
て
は
近
年
、
高
齢
者
の
運
転

に
よ
る
交
通
事
故
が
増
加
。
こ
れ

は
、
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
動

体
視
力
や
瞬
発
力
が
低
下
す
る
こ

と
が
原
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

天
草
地
域
の
高
齢
化
率
は
、
平
成

17
年
に
は
31
％
と
県
平
均
の
24
％

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
公
共

交
通
機
関
の
必
要
性
は
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
動
車
を
運
転
で
き
な

い
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
、

学
生
な
ど
に
と
っ
て
は
、
公
共
交

通
機
関
は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
す
。
突
然
の
事
故
や
病
気
で

自
動
車
の
運
転
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

だ
れ
も
が
い
ず
れ
は
必
要
と
す

る
公
共
交
通
機
関
。
今
、
そ
の
必

要
性
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。

■「
路
線
バ
ス
」
の
利
用
促
進

に
つ
い
て
ご
意
見
を
！

　

市
で
は
、
市
民
や
事
業
者
、

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
利
用
促

進
を
図
る
た
め
、「
路
線
バ
ス
」

に
関
す
る
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
電

子
メ
ー
ル
で
、
本
庁
・
地
域
振

興
課
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。
利

用
し
て
み
て
不
便
に
感
じ
た
点

な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

要
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

〔
郵
送
〕〒
８
６
３
―
８
６
３
１

（
住
所
記
載
不
要
）
天
草
市

役
所
・
地
域
振
興
課

〔
Ｆ
Ａ
Ｘ
〕
㉔
３
５
０
１

〔
電
子
メ
ー
ル
〕
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
「
ご
意
見
箱
」
コ
ー
ナ

ー
か
ら
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
地
域

振
興
課
地
域
振
興
係
☎
㉓
１
１

１
１
内
線
１
３
４
２
へ
。

　

利
用
者
の
減
少
や
原
油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影
響
を
受
け
、
路
線
バ

ス
「
一
町
田
中
央
〜
新
合
・
西
高
根
〜
上
平
線
」
が
３
月
31
日
に
廃
止

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

市
民
の
大
切
な
足
と
し
て
活
躍
し
て
き
た
『
路
線
バ
ス
』
で
す
が
、

こ
の
ま
ま
利
用
者
が
減
り
続
け
る
と
、
さ
ら
な
る
減
便
・
廃
止
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
す
。
そ
の
前
に
今
一
度
、
公
共
交
通
機
関
の
必
要
性
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

サ
ン
キ
ュ
ー

94,07394,073 86,67186,671
104,654104,654

141,928141,928
147,808147,808

183,054183,054
182,580182,580

186,582186,582
191,407191,407

94,073

150 130130
110110 110110

9898 8989
78 73 74

150

86,671

130

104,654

141,928
147,808

183,054
182,580

186,582
191,407

110 110
98 89

78 73 74

（万人） （千円）

（年度）

補助金
輸送人員

160
140

100

60

20

120

80

40

0

250,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0
平成18平成17平成16平成15平成14平成13平成12平成11平成10

□路線バスの利用者数と財政支援補助金額の推移ーグラフ

利
用
者
の
減
少
に
伴
う

　
　
　
　
　

路
線
の
減
少

路
線
バ
ス
を

　
　

存
続
さ
せ
る
た
め
に

市
民
の
足 『
路
線
バ
ス
』
の

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
の
足 『
路
線
バ
ス
』
の

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る

市
民
の
足 『
路
線
バ
ス
』
の

　
　

必
要
性
に
つ
い
て
考
え
る
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▼
天
草
市
議
会
議
員
そ
の
他
非
常

勤
の
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

▼
天
草
市
非
常
勤
職
員
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
│
│
市
職
員
な
ど

が
県
内
や
公
用
車
を
利
用
し
て

県
外
に
出
張
し
た
と
き
の
日
当

の
支
給
廃
止
の
ほ
か
、
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
県
外
に
出

張
し
た
と
き
の
日
当
の
額
を
半

額
に
す
る
も
の
な
ど
。

▼
天
草
市
支
所
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
│
│
天
草
支
所
庁
舎
の
新

築
移
転
に
伴
い
、
同
支
所
の
位

置
を
天
草
町
高
浜
南
４
８
８
番

地
１
に
変
更
す
る
も
の
（
新
庁

舎
で
の
業
務
は
２
月
25
日
㊊
か

ら
開
始
し
ま
す
）。

▼
天
草
町
役
場
庁
舎
建
築
基
金
条

例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

▼
天
草
市
立
保
育
所
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
│
│
志
柿
保
育
所
の
民
間

移
譲
に
伴
う
も
の
。

▼
天
草
市
天
草
宝
島
国
際
交
流
会

館
ポ
ル
ト
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
│
│
市
民
の
生
活
・
文
化
の

向
上
や
地
域
振
興
を
図
る
同
ポ

ル
ト
（
旧
ニ
チ
イ
ビ
ル
）
の
設

置
に
つ
い
て
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
（
７
〜
10
ペ
ー
ジ
に

関
連
記
事
）。

▼
天
草
市
下
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
館

ぷ
ら
っ
と
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
│
│
市
民
と
都
市
住
民
と
の

交
流
促
進
や
、
地
域
の
活
性

化
、
観
光
振
興
を
図
る
同
ぷ
ら

っ
と
の
設
置
に
つ
い
て
必
要
な

事
項
を
定
め
る
も
の
。

▼
天
草
市
天
草
文
化
交
流
館
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
│
│
伝
統
工

芸
体
験
や
技
術
伝
承
の
促
進
な

ど
を
図
る
同
交
流
館
（
旧
天
草

教
育
会
館
）
の
設
置
に
つ
い
て

必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
。

▼
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

▼
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

│
│
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理

者
を
指
定
す
る
も
の
（
平
成
22

年
３
月
31
日
ま
で
。
指
定
管
理

施
設
と
指
定
管
理
者
は
右
下
表

の
と
お
り
で
す
）。

▼
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

│
│
古
寺
３
号
線
な
ど
14
路
線

を
市
道
に
認
定
す
る
も
の
。

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
５
号
）│
│
御
所

浦
・
水
俣
航
路
対
策
事
業
補
助

金
な
ど
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総

額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
５
、８
４

４
万
７
千
円
を
追
加
し
、
４
９

８
億
３
、１
６
７
万
５
千
円
と

す
る
も
の
。

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
老
人
保
健

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
公
共
下
水

道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
特
定
環
境

保
全
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
農
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
漁
業
集
落

排
水
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
浄
化
槽
市

町
村
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
簡
易
水
道

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
国
民
健
康

保
険
診
療
施
設
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
歯
科
診
療

所
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
斎
場
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
病
院
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

▼
平
成
19
年
度
天
草
市
水
道
事
業

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

▼
天
草
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
│
│
市
職
員

に
支
給
す
る
扶
養
手
当
の
額
や

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
な
ど
を

改
定
す
る
も
の
。

▼
本
渡
北
地
区
の
一
部
の
町
の
区

域
の
設
定
及
び
変
更
に
伴
う
関

係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

▼
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的
改
正
に

関
す
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て
▼
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
肺
根
絶
の
抜
本

的
な
対
策
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

▼
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て
│
│
市
道
管
理
上
の
瑕
疵
に

よ
り
発
生
し
た
事
故
に
係
る
和

解
お
よ
び
損
害
賠
償
額
の
決
定

に
つ
い
て
。

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推

薦
に
つ
き
意
見
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て
（
９
件
）│
│
委
員

に
次
の
皆
さ
ん
を
推
薦
す
る
こ

と
に
同
意
。
小
平
つ
き
子
さ
ん

（
御
所
浦
町
横
浦
87
番
地
20
）、

平
岡
美
照
さ
ん
（
同
町
御
所
浦

又
５
４
０
番
地
２
）、
宮
本
孝

嗣
さ
ん
（
倉
岳
町
浦
７
６
９
番

地
）、
福
島
成
功
さ
ん
（
新
和

町
大
多
尾
２
８
０
１
番
地
）、

金
子
幸
生
さ
ん
（
五
和
町
城
河

原
一
丁
目
58
番
地
）、
鬼
海
秀

一
さ
ん
（
同
町
御
領
８
３
１
６

番
地
）、木
下
進
一
郎
さ
ん
（
同

町
二
江
２
７
５
番
地
１
）、
東

良
昭
さ
ん
（
河
浦
町
河
浦
４
８

８
０
番
地
）、
髙
坂
眞
教
さ
ん

（
同
町
宮
野
河
内
４
２
７
番
地
）。

▼
平
成
18
年
度
天
草
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
（
ほ
か
19
件
。
平
成
18
年
度

決
算
に
つ
い
て
は
14
〜
17
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）

▼
悪
質
商
法
被
害
を
助
長
す
る
ク

レ
ジ
ッ
ト
の
被
害
を
防
止
す
る

た
め
の
割
賦
販
売
法
の
抜
本
的

改
正
に
関
す
る
請
願
書

▼
「
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

と
全
国
一
律
最
賃
制
の
法
制

化
、
お
よ
び
そ
れ
を
支
え
る
適

切
な
中
小
企
業
振
興
策
を
求
め

る
意
見
書
」
を
国
に
対
し
て
上

げ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
求
め
る

請
願

▼
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
の

請
願
書

▼
専
決
処
分
事
項
の
報
告
に
つ
い

て
│
│
交
通
事
故
に
係
る
和
解

に
つ
い
て
の
報
告
。

▼
同
│
│
交
通
事
故
に
係
る
和
解

お
よ
び
損
害
賠
償
額
を
決
定
し

た
こ
と
の
報
告
。

天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト

　
　
　

 
条
例
の
制
定
な
ど
64
議
案
を
議
決

　

平
成
19
年
第
７
回
市
議
会
定
例
会
が
12
月
３
日
か
ら
19
日
間
の

日
程
で
開
か
れ
、
天
草
市
天
草
宝
島
国
際
交
流
会
館
ポ
ル
ト
条
例

の
制
定
や
、
歳
入
歳
出
の
予
算
総
額
に
そ
れ
ぞ
れ
８
億
５
、８
４

４
万
７
千
円
を
追
加
し
、
４
９
８
億
３
、１
６
７
万
５
千
円
と
す

る
平
成
19
年
度
天
草
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
な
ど
35

議
案
が
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
た
ほ

か
、
平
成
18
年
度
天
草
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
な
ど
20
件
の

決
算
関
係
議
案
が
認
定
さ
れ
、
同
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
19
年 

第
７
回
市
議
会
定
例
会

可
決
さ
れ
た
議
案

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
の

　
　
　
　

 

請
負
契
約
の
変
更
を
可
決

平
成
20
年 

第
１
回
市
議
会
臨
時
会

　

平
成
20
年
第
１
回
市
議
会
臨
時
会
が
１
月
18
日
に
開
か
れ
、
市
内

の
公
共
施
設
を
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ぶ
天
草
市
広
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
整
備
事
業
そ
の
１
工
事（
本
渡
地
区
内
）と
、
同
事
業
そ
の
２

工
事（
牛
深
・
河
浦
地
区
内
）の
工
事
費
増
額
に
伴
う
２
件
の
工
事
請

負
契
約
の
変
更
に
つ
い
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
契
約
の
金
額

は
、
そ
の
１
工
事
が
５
９
４
万
６
、４
４
５
円
を
増
額
し
１
億
６
、８

６
９
万
６
、４
４
５
円
に
、
そ
の
２
工
事
が
４
３
１
万
３
、６
０
２
円

を
増
額
し
１
億
９
、３
９
４
万
３
、６
０
２
円
に
、
そ
れ
ぞ
れ
変
更
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
交
通
事
故
に
係
る
和
解
お
よ
び
損
害
賠
償
の

額
を
決
定
し
た
こ
と
の
専
決
処
分
事
項
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
提
出

承
認
さ
れ
た
議
案

認
定
さ
れ
た
議
案

同
意
さ
れ
た
議
案

採
択
さ
れ
た
請
願

報
告
さ
れ
た
事
項

不
採
択
と
な
っ
た
請
願

本渡老人福祉センター
（船之尾町）

天草市在宅介護支援サテライト
施設ふたうら（二浦町亀浦）

天草市在宅介護支援サテライト
施設おにき（魚貫町）

倉岳老人福祉センター
（倉岳町棚底）

河浦生活支援ハウス
（河浦町白木河内）

天草市シルバー
　　　　人材センター

天草市社会福祉協議会

□４月１日から指定管理者制度を導入する施設と指定管理者
施　　設　　名 指定管理者

※
市
議
会
定
例
会
・
臨
時
会
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と
は
、

　
　
　

本
庁
・
総
務
課
行
政
係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
１
４
へ
。
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平
成
18
年
度
普
通
会
計
の
歳
入
の

決
算
額
は
、
５
０
９
億
３
、１
５
８

万
円
と
な
り
ま
し
た
。
財
源
別
に
見

る
と
、
市
税
な
ど
の
自
主
財
源
は
１

１
７
億
２
、７
５
６
万
円
（
23
・
０

％
）。
一
方
、
地
方
交
付
税
や
国
・

県
支
出
金
な
ど
の
依
存
財
源
は
３
９

２
億
４
０
２
万
円
で
、
全
体
の
77
・

０
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
増
大
す
る
行
政
需
要
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
歳
入
の
確
保
を

図
り
、
財
政
の
健
全
化
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

普
通
会
計
の
歳
出
の
決
算
額
は
、

４
９
３
億
３
、６
７
５
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
目
的
別
で
見
る
と
、
一
番

多
く
使
わ
れ
た
の
は
民
生
費
で
１
２

６
億
３
、１
８
１
万
円
（
25
・
６

％
）。
続
い
て
公
債
費
、
総
務
費
、

衛
生
費
、
教
育
費
、
土
木
費
の
順
と

な
っ
て
い
ま
す
。
性
質
別
で
は
、
人

件
費
や
扶
助
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

が
全
体
の
約
半
数
を
占
め
、
２
５
２

億
３
、３
１
８
万
円
（
51
・
１
％
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
歳
出
の
詳
細
に
つ
い
て
は

16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

歳入総額  509億3,158万円歳出総額  493億3,675万円

地方交付税地方交付税
239億1,031万円（47.0％）

　   繰越金繰越金
19億9,473万円
  　（3.9％）

地方交付税
239億1,031万円（47.0％）

民生費
126億3,181万円
（25.6％）

総務総務費
74億6,133万円
（15.1％）

総務費
74億6,133万円
（15.1％）

　土木　土木費
37億7,523万円
　　　　（　　　　（7.7％）

　土木費
37億7,523万円
　　　　（7.7％）

消防費 19億8,757万円（4.0％）
災害復旧費 11億8,416万円（2.4％） 商工費 8億4,808万円（1.7％）

議会費 2億2,306万円（0.5％）

地方譲与税
13億8,654万円（2.7％）

各種交付金
14億6,069万円（2.9％）

　 国庫支出金
43億5,098万円
　　  （8.5％）

自主財源自主財源
117億2,756万円117億2,756万円
　　　（　　　（23.0％）

自主財源
117億2,756万円
　　　（23.0％）

依存財源依存財源
  392億402万  392億402万円（77.0％）

依存財源
  392億402万円（77.0％）

市  税
74億5,916万円
（14.7％）

県支出金
32億4,900万円
（6.4％）

市　債
48億4,650万円
　（9.5％）

普 通 会 計

入湯税
4,169万円（0.5％）

軽自動車税
1億8,514万円（2.5％）

市町村たばこ税
5億2,871万円（7.1％）

都市計画税
3億4,835万円（4.7％）

公債費公債費
77億848848万円
（15.6％）％）

公債費
77億848万円
（15.6％）

歳入総額  509億3,158万円歳出総額  493億3,675万円

市民税市民税
27億846万円
（36.3％）％）

市民税
27億846万円
（36.3％）

教育費
47億232万円
（9.5％）

使用料・手数料 9億1,206万円（1.8％）
分担金・負担金 5億8,292万円（1.1％）
財産収入 9,579万円（0.2％）
そ の 他 6億8,290万円（1.3％）

　平成18年度の決算が、平成19年第７回市議会定例会で認定さ
れました。皆さんに納めていただいた大切な税金や、国や県から
の補助金がどのように使われたのかを知っていただくため、その
概要についてお知らせします（※金額は万円未満を四捨五入）。
※詳しいことは、本庁・財政課財政係☎㉓1111内線1362へ。

歳出を市民１人当たりにすると

50万5,515円
そ の 他そ の 他

1万4,419円

・議 会 費
・災害復旧費

商 工 費商 工 費

8,690円

衛 生衛 生 費衛 生 費

5万3,085円

公 債 費公 債 費

7万8,983円

教 育 費教 育 費

4万8,181円

農林水産業費農林水産業費農林水産業費

3万7,232円

総 務 費総 務 費

7万6,450円

民 生 費民 生 費

12万9,428円

消 防 費消 防 費

2万365円

土 木 費土 木 費

3万8,682円

　普通会計の歳出を市民１人当たりに換算する
と50万5,515円使ったことになります（平成
19年3月31日現在の住民基本台帳９万7,597人
で計算）。市税の収入は市民１人当たり７万
6,428円ですから、不足する42万9,087円は地
方交付税や国庫支出金、県支出金などで補って
いることになります。

5050万5,5155,515円50万5,515円

※普通会計…全国共通のルールでつくられた会計
区分。一般会計と特別会計の一部（本市の場合
は歯科診療所・斎場事業）を合算したもの。

平成18年度

【
歳
入
】

▼
自
主
財
源
…
市
税
や
負
担
金
な
ど

で
、
市
が
自
主
的
に
収
入
し
て
得

る
も
の
。

▼
依
存
財
源
…
地
方
交
付
税
、
国
・

県
支
出
金
、
市
債
な
ど
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
の
施
設
を

使
っ
た
り
、
住
民
票
の
交
付
を
受

け
た
り
し
た
と
き
の
料
金
。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
福
祉
サ
ー
ビ

ス
（
老
人
ホ
ー
ム
や
保
育
所
入

所
）
な
ど
特
定
の
利
益
を
受
け
た

人
か
ら
徴
収
し
た
お
金
。

▼
地
方
交
付
税
…
所
得
税
な
ど
、
国

が
徴
収
し
た
税
金
の
中
か
ら
、
市

の
行
政
規
模
に
応
じ
て
交
付
さ
れ

た
お
金
。

▼
市
債
…
国
や
県
、
金
融
機
関
か
ら

借
り
入
れ
た
お
金
。

▼
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
…
公
共

事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
財
源
と

し
て
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
た

お
金
。

【
歳
出
】

▽
民
生
費
…
福
祉
全
般
の
事
務
、
事

業
に
使
っ
た
お
金
。

▽
公
債
費
…
借
り
入
れ
た
お
金
を
返

済
す
る
た
め
に
支
払
っ
た
お
金
。

▽
総
務
費
…
住
民
票
発
行
事
務
や
課

税
徴
収
、
交
通
安
全
対
策
・
選
挙

事
務
、
庁
舎
管
理
な
ど
に
使
っ
た

お
金
。

▽
衛
生
費
…
保
健
事
業
や
ゴ
ミ
処
理

な
ど
、
安
全
で
衛
生
的
な
生
活
の

た
め
に
使
っ
た
お
金
。

▽
教
育
費
…
幼
稚
園
や
小
・
中
学
校

の
管
理
、
公
民
館
や
図
書
館
な
ど

の
事
業
や
体
育
振
興
に
使
っ
た
お

金
。

▽
土
木
費
…
道
路
や
公
園
の
整
備
、

市
営
住
宅
の
管
理
な
ど
に
使
っ
た

お
金
。

▽
農
林
水
産
業
費
…
農
林
業
、
水
産

業
な
ど
の
振
興
の
た
め
に
使
っ
た

お
金
。

▽
消
防
費
…
消
防
、
防
災
施
設
の
設

置
、
消
防
組
合
へ
の
負
担
金
や
消

防
団
活
動
な
ど
に
使
っ
た
お
金
。

▽
商
工
費
…
商
工
業
お
よ
び
観
光
の

振
興
に
使
っ
た
お
金
。

▽
人
件
費
…
市
議
会
議
員
や
市
職
員

な
ど
の
報
酬
や
給
与
。

▽
扶
助
費
…
障
害
者
や
高
齢
者
、
生

活
困
窮
者
な
ど
の
福
祉
向
上
の
た

め
に
使
っ
た
お
金
。

▽
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
園

な
ど
の
施
設
の
整
備
な
ど
に
使
っ

た
お
金
。

▽
繰
出
金
…
下
水
道
や
国
民
健
康
保

険
な
ど
の
特
別
会
計
に
支
出
し
た

お
金
。

▽
補
助
費
等
…
外
部
団
体
な
ど
の
運

営
補
助
な
ど
に
支
払
っ
た
お
金
。

▽
物
件
費
…
旅
費
、
委
託
料
、
物
品

の
購
入
な
ど
に
使
っ
た
お
金
。

用
語
の
説
明

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
民
生
費

　   繰越金
19億9,473万円
  　（3.9％）

歳 入歳 出
【目的別分類】

固定資産税固定資産税
36億4,681万円
（48.9％）

固定資産税
36億4,681万円
（48.9％）

歳
入
の

歳
入
の
約
８
割
が
依
存
財
源

割
が
依
存
財
源

歳
入
の
約
８
割
が
依
存
財
源

農林水産業農林水産業費
36億3,億3,378万円
　　　（　　　（7.4％）

　　   衛生費　　   衛生費
51億8,093万円
 （10.5％）

農林水産業費
36億3,378万円
　　　（7.4％） 市  税

74億
5,916万円

決算  報告決算  報告

　　   衛生費
51億8,093万円
 （10.5％）

維持補修費
3億1,029万円（0.6％）
投資・出資・貸付金
1億2,310万円（0.3％）

義
務
的
経
費投

資
的

　

経
費

　

経
費

投
資
的

　

経
費

そ
の
他

　

  

経
費

【性質別分類】

補助費等補助費等
53億4,0434,043万円万円
　　  （10.　　  （10.8％）％）

公債費公債費
77億77億849万円
     （     （15.6％）

普通建設事業費普通建設事業費
6464億4,1494,149万円万円
        （1        （13.1％）.1％）

繰出金繰出金
53億3億6,4316,431万円万円
（1（10.9％）.9％）

物件費物件費
40億4,3444,344万円万円
　　　 （8.　　　 （8.2％）％）

人件費人件費
104104億9,670万円
　　    （　　    （21.3％）

扶助費扶助費
7070億2,8002,800万円
        （1        （14.2％）

補助費等
53億4,043万円
　　  （10.8％）

公債費
77億848万円
     （15.6％）

普通建設事業費
64億4,150万円
        （13.1％）

繰出金
53億6,431万円
（10.9％）

物件費
40億4,344万円
　　　 （8.2％）

人件費
104億9,670万円
　　    （21.3％）

扶助費
70億2,800万円
        （14.2％）

災害復旧事業費
11億8,416万円（2.4％）

積立金
12億9,634万円
　　　 （2.6％）

基金現在高
借入金現在高

103億9,523万円
644億   939万円
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　特別会計は、特定の事業を行
う場合に一般会計の歳入歳出と
区別して会計処理したほうが望
ましいときに、その設置が法律
や条例で認められており、本市
では17の特別会計を設けてい
ます。
　また、企業会計は商店や会社
などの民間企業と同じように、
その事業で得た収入をもって支
出をする独立採算制の会計で、
地方公営企業法により設置する
ものです。本市では水道事業と
病院事業を企業会計で処理して
います。
　それぞれの平成18年度の決
算は右表のとおりです。

市の予算はこんなことに使いました
歳出の主なもの

平成18年度決算報告

市の予算はこんなことに使いました

民生費

・施設入所、医療費など障害者
福祉に・・・・・・・・33億9,951万円
・介護保険、老人ホームなど高
齢者福祉に・・32億7,500万円
・保育所や児童館の運営など児
童福祉に・・・・・51億2,193万円

・生活保護、災害見舞金に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・8億3,537万円

・総務・企画全般、市所有の財
産管理、交通安全対策に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・60億5,569万円

・課税・徴収事務に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億4,958万円
・戸籍・住民登録事務に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億4,279万円
・市議会議員選挙など各種選挙
事務に・・・・・・・・・・1億3,549万円
・各種統計調査に・・・2,750万円
・監査事務に・・・・・・・・5,028万円

・各種の健康診査・予防事業、
斎場事業に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・30億2,865万円
・ゴミ・し尿処理に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・21億5,228万円

・教育委員会事務局経費などに
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億4,206万円
・小学校45校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・14億2,125万円
・中学校17校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億2,674万円
・看護専門学校の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億1,455万円
・幼稚園５園の管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億9,022万円
・生涯学習の推進や文化振興、
公民館の改修・管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・7億2,914万円
・スポーツ振興、体育施設の管
理運営に・・・・・・・2億7,537万円

・給食センターの管理運営に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6億299万円

・市道の維持補修・改良に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・18億4,619万円
・河川・排水路などの維持管
理・整備に・・・・1億6,983万円

・港湾の管理・建設に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・2億2,514万円
・街路整備や区画整理事業に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5,427万円
・公園の整備・維持管理に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・4億7,172万円

・下水道事業に・・8億2,133万円
・市営住宅の管理・整備に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・・1億8,675万円

・園芸作物や果樹、畜産など農
業振興に・・・・・12億2,975万円

・農地の基盤整備に・8億387万円
・林道整備や間伐促進事業など
林業振興に・・・・・・3億513万円

・水産基盤整備など水産振興に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・12億9,503万円

・消防団、消防施設の整備に
　・・・・・・・・・・・・・・・・・19億8,757万円

・商店街活性化事業や観光宣伝
事業、各種イベントの補助に

　・・・・・・・・・・・・・・・・・・8億4,808万円

民 生 費

総 務 費

教 育 費

土 木 費

農林水産業費

消 防 費

商 工 費

衛 生 費

特別・別・企業会計の企業会計の
　　　　決算状況　　　　決算状況
特別・別・企業会計の企業会計の
　　　　決算状況　　　　決算状況
特別・企業会計の
　　　　決算状況

□特別会計の決算
区　　分

国民健康保険
老人保健医療
介護保険
公共下水道事業
特定環境保全公共下水道事業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業
浄化槽市町村整備推進事業
簡易水道事業
国民健康保険診療施設
歯科診療所
国民宿舎
埠頭事業
斎場事業
一町田財産区
新合財産区
富津財産区

歳　入
141億8,362万円
162億    68万円
85億5,506万円
16億7,560万円
2億8,957万円
8,004万円

6億1,125万円
1億7,712万円
15億4,210万円
2億5,189万円
5,245万円

1億   344万円
1,436万円

1億2,063万円
313万円
79万円
19万円

歳　出
137億1,923万円
161億4,888万円
78億9,265万円
16億3,451万円
2億7,965万円
7,549万円

5億9,863万円
1億7,644万円
15億1,920万円
2億       4万円
4,598万円
9,693万円
1,426万円

1億1,461万円
8万円
4万円
3万円

□企業会計の決算
区　分

水道事業

病院事業

収益的収入
資本的収入
収益的収入
資本的収入

収益的支出
資本的支出
収益的支出
資本的支出

16億   318万円
1億9,474万円
34億3,017万円
1億7,606万円

14億5,242万円
9億1,359万円
34億8,587万円
3億1,089万円

歳　入 歳　出

食　費
（人件費）

医療費・学費
（扶助費）

借金の返済
（公債費）

光熱水費・生活用品
（物件費）

友人への援助・自治会費など
（補助費・貸付金など）

子どもへの仕送り
（繰出金）

家の増改築・車の購入
（普通建設事業費など）

その他
（積立金・維持補修費など）

合　　計

給　料
（市税）

パート収入
（使用料・手数料など）

親などからの援助
（地方交付税・国庫支出金など）

新たな借金
（地方債）

貯金の取り崩し
（繰入金）

その他
（繰越金など）

合　　計

収　　入 支　　出

58,800 円（  14.7％）

11,600 円（    2.9％）

270,000円（  67.5％）

38,000 円（    9.5％）

な　し　（    0.0％）

21,600 円（    5.4％）

400,000円（100.0％）

82,500 円（  21.3％）

55,000 円（  14.2％）

60,500 円（  15.6％）

31,800 円（    8.2％）

41,900 円（  10.8％）

42,200 円（  10.9％）

60,100 円（  15.5％）

13,500 円（    3.5％）

387,500円（100.0％）

区　　分 金　　額 区　　分 金　　額

平成18年度の
普通会計決算を

　　　　　収入の約70％を親などからの援助に頼
っている。支出では、食費や光熱水費、借金の返済
など必要経費が約60％も…。将来のゆとりある生
活のために節約しないといけない。
預金残高は979,700円、借金残高は6,070,200円。

メ　モ

家計にたとえると…
１世帯の月収が40万円の場合

▲天草市合併１周年記念式典

▲第１回天草マラソン大会

▲天草市誕生記念イベント
　　　　　　第35回牛深ハイヤ祭り

▲特産・デコポンの収穫作業

※資本的収支の不足額は、補てん財源を使って補っています。
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■
国
民
健
康
保
険

　

国
保
の
被
保
険
者
数
と
医
療
費

の
推
移
（
グ
ラ
フ
１
）
を
見
る
と
、

被
保
険
者
数
は
平
成
16
年
度
ま
で

年
々
増
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
同

17
年
度
以
降
は
減
少
し
て
お
り
、

同
18
年
度
は
５
万
８
７
９
人
と
前

年
度
と
比
べ
、
６
２
０
人
（
１
・

２
％
）
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
は
同
14
年
度
以

降
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま

し
た
が
、
同
18
年
度
は
、
被
保
険

者
数
の
減
少
に
加
え
、
診
療
報
酬

の
改
定
（
３
・
16
％
減
）
が
行
わ

れ
た
た
め
、
２
４
７
億
９
、３
９

５
万
円
と
前
年
度
と
比
べ
て
４
億

４
５
７
万
円
（
１
・
６
％
）
減
少

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
被
保
険

者
数
の
減
少
率
や
診
療
報
酬
の
改

定
率
に
比
べ
る
と
医
療
費
の
減
少

率
は
低
く
、
今
後
、
さ
ら
な
る
医

療
費
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

■
老
人
保
健

　

老
人
保
健
は
平
成
14
年
10
月
か

ら
、
対
象
年
齢
が
70
歳
以
上
か
ら

75
歳
以
上
へ
と
段
階
的
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
受

給
者
数
は
グ
ラ
フ
２
の
と
お
り
、

平
成
14
年
度
は
２
万
２
、０
２
９

人
で
し
た
が
、
同
18
年
度
に
は
１

万
８
、５
７
３
人
と
３
、４
５
６
人

（
15
・
７
％
）減
少
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
費
（
グ
ラ
フ
２
）

を
見
る
と
、
平
成
14
年
度
は
１
７

７
億
７
、６
８
３
万
円
で
し
た
が
、

受
給
者
数
が
年
々
減
少
し
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
17
年
度
は

１
８
３
億
６
、７
０
７
万
円
と
５

億
９
、０
２
４
万
円
（
３
・
３
％
）

増
加
。同
18
年
度
は
１
７
５
億
６
、

２
０
５
万
円
で
、
前
年
度
と
比
べ

る
と
８
億
５
０
２
万
円
（
４
・
４

％
）
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

は
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
（
グ

ラ
フ
３
）
が
前
年
度
と
比
べ
て
ほ

ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
た
め
で
す
。
同

19
年
度
は
、
受
給
者
数
が
再
び
増

加
に
転
じ
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
医
療
費
の
さ
ら
な
る

増
加
が
考
え
ら
れ
ま
す
。　

　

医
療
費
は
な
ぜ
増
え
続
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
主
な
も
の

と
し
て
は
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
ま
す
。

◇
生
活
習
慣
病
患
者
の
増
加

　

治
療
に
長
い
期
間
を
必
要
と
す

る
高
血
圧
や
心
臓
病
、
が
ん
な
ど

の
生
活
習
慣
病
に
か
か
る
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

◇
高
齢
社
会
の
進
展

　

高
齢
者
は
医
療
を
受
け
る
機
会

が
多
く
な
る
た
め
、
高
齢
社
会
の

進
展
が
医
療
費
の
増
加
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

◇
医
療
の
進
歩
・
高
度
化

　

新
薬
の
開
発
や
医
療
機
器
の
高

度
化
な
ど
、
医
療
の
進
歩
・
高
度

化
は
目
覚
ま
し
く
、
医
療
費
が
増

え
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
受
診
の
し
か
た
に
問
題

　

同
じ
病
気
で
医
療
機
関
を
い
く

つ
も
替
え
る
重
複
受
診
は
、
同
様

の
検
査
を
受
け
た
り
、
同
じ
よ
う

な
薬
を
も
ら
っ
た
り
す
る
な
ど
、

む
だ
な
医
療
費
を
増
や
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
増
加
を
抑
え
る
た
め

に
次
の
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◆
生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る

　

生
活
習
慣
病
は
、
自
覚
症
状
が

ほ
と
ん
ど
な
い
た
め
、
気
が
付
か

な
い
う
ち
に
進
行
し
て
い
ま
す
。

普
段
か
ら
食
生
活
や
生
活
習
慣
の

改
善
に
心
が
け
、
適
度
な
運
動
を

す
る
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
・
早
期
治
療
の
た
め
に
、
人
間

ド
ッ
ク
や
健
康
診
断
を
受
け
ま
し

ょ
う
。

◆
か
か
り
つ
け
医
や
薬
局
を
決

め
る

　

身
近
で
頼
れ
る
「
か
か
り
つ
け

医
」
を
決
め
ま
し
ょ
う
。
自
分
や

家
族
の
病
歴
を
把
握
し
て
も
ら
っ

た
う
え
で
受
診
で
き
る
の
で
、
適

切
な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
健
康
管
理
の
相
談
相
手
に
も

な
っ
て
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、
か

か
り
つ
け
薬
局
を
決
め
て
お
く

と
、
内
科
や
外
科
な
ど
複
数
の
病

院
で
受
診
し
た
と
き
な
ど
の
薬
の

重
複
を
な
く
し
、
医
薬
品
に
よ
る

被
害
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
重
複
受
診
を
や
め
る

　

一
つ
の
症
状
で
複
数
の
病
院
に

か
か
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、

病
院
を
替
わ
る
た
び
に
同
様
の
検

査
や
治
療
、
注
射
を
し
た
り
、
薬

を
も
ら
っ
た
り
し
て
い
ま
せ
ん

か
。
こ
の
よ
う
な
「
重
複
受
診
」

は
人
体
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
だ
け

で
な
く
、
む
だ
な
医
療
費
を
増
や

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
も

う
一
度
、
病
院
へ
の
か
か
り
方
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
違
う
病
気
の
た
め
、
複

数
の
病
院
で
受
診
し
て
い
る
場
合

に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
に
別
の

病
院
で
受
診
し
て
い
る
こ
と
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
重
複
・
頻
回
受
診
者

へ
の
訪
問
指
導
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
自
分
の
健
康
に
不

安
が
あ
る
た
め
に
一
つ
の
病
気
で

複
数
の
病
院
に
か
か
っ
て
い
る
人

や
、
毎
日
の
よ
う
に
通
院
し
て
い

る
人
に
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

保
健
師
な
ど
が
訪
問
し
、
自
分
に

あ
っ
た
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
ま
た
、
病
気
に
対
す
る
不
安

を
解
消
で
き
る
よ
う
お
手
伝
い
を

さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

※
詳
し
い
こ
と
は
、
本
庁
・
保
険

年
金
課
国
民
健
康
保
険
係
☎
㉓

１
１
１
１
内
線
１
１
３
３
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

　心臓病や脳卒中、糖尿病などの生活習慣病の発
病にはメタボリックシンドローム（内臓脂肪症候
群）が大きく影響しているといわれます。メタボ
リックシンドロームとは、運動不足や食べ過ぎ、
喫煙など不健康な生活習慣によって、おなかの内
部につく脂肪が過剰にたまっている状態“内臓脂
肪型肥満”と“高血圧・脂質異常・高血糖の中の
２つ以上”が重複した状態をいいます。
　平成20年度から、メタボリックシンドローム
の人やその状態になりかけている人を見つけるこ
とに重点を置いた『特定健康診査・特定保健指
導』が始まります。これは、各医療保険者（国民
健康保険、社会保険、共済組合、組合健康保険な

ど）に実施が義務付けられるもので、40歳から
74歳までの人を対象としています。健診でメタ
ボリックシンドロームの人などを早期発見し、保
健師や管理栄養士、医師などから指導を受けなが
ら、食習慣の改善や運動習慣の定着などを図って
いきます。
　この『特定健康診査・特定保健指導』を受けて
健康を維持することは、増え続ける医療費が抑制
され、国民健康保険など各医療保険の安定した運
営にもつながります。
　なお、『特定健康診査・特定保健指導』の対象
者には各医療保険者から受診の案内があります。
積極的に受診し、生活習慣病を防ぎましょう。

生活習慣病を防ぐために…

医療費の増加を抑えよう！医療費の増加を抑えよう！医療費の増加を抑えよう！
国民健康保険・老人保健

　市が運営する国民健康保険（国保）や老人保健は、皆さんが安心して
医療を受けるための大切な制度です。
　しかし、医療費は増加傾向にあり、国保や老人保健の財政はひっ迫し
た状況になっています。医療費を抑えるためにはどのようにしたらよい
か、皆さんもいっしょに考えてみましょう。

医
療
費
の
現
状

医
療
費
の
現
状

医
療
費
の
現
状

（人） （万円）

（年度）

被保険者数
医　療　費

50,67950,679

51,35751,357

51,80951,809 51,86351,863

51,49951,499

50,87950,879
50,679

2,325,3742,325,374

2,153,5172,153,517

2,331,8742,331,874 2,401,9422,401,942

2,519,8522,519,852

2,479,3952,479,395
2,325,374 51,357

2,153,517

51,809

2,331,874

51,863

2,401,942

51,499

2,519,852

50,879

2,479,395

21,65321,653
22,0222,02922,029

21,29821,298

20,40420,404

19,46819,468

18,57318,573

21,653

1,781,4811,781,481

1,777,6831,777,683

1,808,9251,808,925
1,823,1691,823,169 1,836,7071,836,707

1,756,2051,756,205

1,781,481

1,777,683

21,298

1,808,925 20,404
1,823,169

19,468

1,836,707

18,573
1,756,205

52,000
51,800
51,600
51,400
51,200
51,000
50,800
50,600
50,400
50,200
50,000

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

2,600,000

2,500,000

2,400,000

2,300,000

2,200,000

2,100,000

2,000,000

1,900,000

（人） （万円）

（年度）

受給者数
医療費

22,500
22,000
21,500
21,000
20,500
20,000
19,500
19,000
18,500
18,000

平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

1,860,000
1,840,000
1,820,000
1,800,000
1,780,000
1,760,000
1,740,000
1,720,000
1,700,000

□国保の被保険者数と医療費の推移ーグラフ1

□老人保健の受給者数と医療費の推移ーグラフ2

医
療
費
は

医
療
費
は

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

医
療
費
は

　
　

な
ぜ
増
え
る
の
？

医
療
費
の
増
加
を

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

医
療
費
の
増
加
を

　
　
　

抑
え
る
た
め
に

1,000,000
（円）

（年度）

１人当たりの医療費

950,000

900,000

850,000

800,000

750,000
平成13 平成14 平成15 平成16 平成17 平成18

□老人保健の受給者１人当たりの医療費の推移ーグラフ３

822,741822,741

806,974806,974

849,340849,340

893,535893,535

943,449943,449 945,569945,569

822,741

806,974

849,340

893,535

943,449 945,569

『特定健康診査・特定保健指導』が始まります『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！『特定健康診査・特定保健指導』が始まります『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！『特定健康診査・特定保健指導』が始まります！
平成２０年度から
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何があっても“へのかっぱ”精神で！
～“へのかっぱストラップ”を贈呈～

　１月３日、栖本福祉会館で栖本地区成人式が行われ、式
典の中で、栖本まちづくり協議会から新成人41人に“へ
のかっぱストラップ”が贈呈されました。同８日には、受
験を乗り越えてもらおうと栖本中学校３年生30人にもス
トラップを贈呈。同協議会の松本和芳会長は、「これから
職場や学校でさまざまな難関や困難に直面したとしても、
何があっても“へのかっぱ”の精神で乗り越えてほしい」
と語られていました。

日本一の剣道を学ぶ
～栖本少年剣道クラブ「青志会」剣道教室～

　栖本少年剣道クラブ「青志会」が１月２日、競技力向上
と青少年の健全育成を図ろうと、昨年11月に開かれた全
日本選手権大会で優勝した寺本将司選手（大阪府警）と、
同大会３位の木和田大起選手（同）による剣道教室を栖本
中学校体育館で開催しました。日本一の剣道の技を学ぼう
と、同会の小・中学生やOBの高校生のほか、一般成人な
ど30人が１時間半の指導を受け、将来の寺本選手を目ざ
し、真剣にけいこに励んでいました。

牛深の味を全国へ！
～正月料理用のブリやタイを発送～

　牛深地域の特産品を宅配する「ハイヤのふるさと牛深
会」が12月28日、全国に向けて発送する正月料理用のブ
リやタイの箱詰め作業などを行いました。
　当日は、午前３時から牛深商工会議所や県養殖漁協の職
員ら約60人が、天草漁協牛深総合支所の後浜北荷さばき
所で約４㎏のブリ１匹や約1.2㎏のタイ２匹、ブリのフィ
レ（切り身）を箱詰めした後、2,642箱が全国各地に向け
て発送されました。

住民の願いがかない便利に！
～御所浦・水俣間の乗合海上タクシーが運航開始～
　１月４日午前７時30分、目印ののぼり旗を揚げた御所
浦・水俣間の乗合海上タクシーの運航がスタートしました。
初日は、帰省客や通院の人たち19人の利用があり、「おか
げさまで便利になります」と喜んで話されていました。昨
年５月にフェリーの運航が休止した後、地元住民からの強
い要望があり実現したこの乗合海上タクシー。水俣へのア
クセスがとても便利になりそうです。３月までは試行運航
で１日３便、予約制です。皆さん大いにご利用ください。

7,000発の花火が冬空を彩る
～あまくさ冬花火～

　「あまくさ冬花火」が12月23日、本渡港一帯で開催さ
れました。これは、10月から延期されていたあまくさ大
花火大会をクリスマスシーズンにあわせて実施したもの。
当日は、ダンスやハンドベル演奏などのイベントが行われ
た後、七色に光り輝く花火など7,000発の花火が冬の夜空
を鮮やかに彩り、会場を訪れたカップルや家族連れらを魅
了。最後に打ち上げられた大玉花火が直径約400ｍの大輪
の花を咲かせると、大きな拍手がわき起こっていました。

地域の魅力を楽しみながら健康づくり
～新春通詞島ウォーク～

　地域の魅力を楽しみながら健康づくりを図ろうと１月６
日、二江まちづくり振興会主催の「新春通詞島ウォーク」
が開催されました。当日は天候にも恵まれ、２歳から77
歳までの住民ら約150人が参加。新春の潮風を受けながら、
約４㎞のコースを自分のペースで歩いていました。コース
途中の三天宮では、地域の皆さんが作った赤飯・別名「御供」
がふるまわれ、ゴールした後は、環境に配慮し、各自で持
参したおわんとはしでぜんざいを食べていました。

幻想的なクリスマス
～大江冬まつり～

　12月24日、天草ロザリオ館を主会場に「大江冬まつり」
が開催されました。会場には市内外から約500人が訪れ、
ボランティアグループによるお話し会や児童館・小学校の
児童らによるコンサートのほか、サンタクロースからのプ
レゼント会などがにぎやかに行われました。夕暮れに行わ
れたキャンドル行列には約200人が参加。イルミネーショ
ンで浮かびあがった大江天主堂までの道にろうそくの明か
りの列ができ、幻想的なクリスマスを演出しました。

さんてんぐう ごくう

１/３
栖 本

１/２
栖 本

▲日本一に輝いた寺本さんの直接指導のもと
　　　　　　　　　真剣にけいこに励む剣士たち

12/28
牛 深

▲ろうそくに火をともす子どもたち

12/24
天 草

▲御所浦から水俣へ出発する乗合海上タクシー

１/４～
御所浦

▲松本会長が新成人へ“へのかっぱストラップ”を贈呈

▲水揚げしたばかりの養殖ブリ

12/23
本 渡

▲色とりどりの7,000発の花火が
　　　　　　　　　澄んだ冬の夜空を彩りました

１/６
五 和

▲親子で楽しくウォーキング
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地域でつくり上げた伝統の祭り
～えびす祭り・えびすマラソン大会～

　１月13日、えびすマラソン大会とえびす祭りが、えび
す像公園一帯で開催されました。マラソン大会には県内外
から753人が参加。えびす様や約700枚の大漁旗に見守ら
れながら、さわやかな汗を流しました。祭りでは、漁船
100隻による海上パレードや宮田小学校・倉岳中学校の児
童・生徒らによる「えびす太鼓」「宮田棒踊り」などが行
われたほか、福を呼び込む鯛の当たり券つきの「福餅投げ」
もあり、今年１年の安全をえびす像にお祈りしました。

たわわに実ったミカンに大喜び
～ミカンの木 オーナー制度収穫祭～

　１月13日、ミカンの木のオーナー制度に取り組む大浦
地区振興会が、オーナーを招いて収穫祭を開催しました。
　当日は、オーナーとその家族など約200人が参加し、契
約した木にたわわに実ったミカン（不知火）の収穫を楽しみ
ました。オーナーの皆さんは、「この日を心待ちにしてい
ました。たくさん収穫できて良かったです」とご満悦。また、
大浦公民館船津分館一帯では、大浦獅子舞の披露や、タコ
飯やだご汁などの郷土料理もふるまわれました。

伝統の町内一周駅伝で健脚を競う
～新和町一周駅伝大会～

　１月13日、「第44回新和町一周駅伝大会」が行われ、
17チームが参加しました。この大会は、成人を祝う行事
として青年団が始めた伝統ある大会で、合併後の昨年から
新和まちづくり協議会の主催で実施。町内を半周する10
区間23.9kmのコースで、選手たちは沿道の声援に応えな
がら健脚を競いました。レースは、中・高校生が充実した
下大多尾SCがスタートで出遅れたものの、中盤の６区で
首位に立ち、大差を付けて３年ぶりの優勝を飾りました。

苓明高校郷土芸能部が初の県代表に！
～県高校郷土芸能・吟詠剣詩舞発表会～

　12月16日、「第18回県高校郷土芸能・吟詠剣詩舞発表
会」が八代市で開かれ、苓明高校郷土芸能部が「天草ハイ
ヤ」を披露し、最優秀賞に輝きました。
　同部の１・２年生の部員は25人。８月９・10日に群馬
県で行われる全国大会への切符を、創部８年目で初めて手
にしました。部長の高松愛弥さん（２年）は「今までで最
高の踊りを披露できました。皆さんへの感謝の気持ちを忘
れず、日本一を目ざします」と意気込みを語っていました。

健康で幸多い１年でありますように
～一町田八幡宮寒もうで～

　１月６日の小寒から３日間、毎年恒例の「寒もうで」が
一町田八幡宮で行われました。この寒もうでは90年以上
続けられているもので、まだ辺りが真っ暗な早朝５時45
分、田代主基男・宮司の吹くホラ貝が響き渡ると、境内に
は「今年も健康で幸多い１年でありますように」と祈願す
る地元の子どもからお年寄りまで約50人が集合。おはら
いの後、「よいさ。よいさ」のかけ声で天突き体操や魯こ
ぎ体操をして冷えた体を温めていました。

あいみ

▲最優秀賞に輝き全国大会出場を決めた
　　　　　　　　　苓明高校郷土芸能部の皆さん

ハンドボール女子熊本が全国３位に！
～JOCジュニアオリンピックカップハンドボール大会～
　各都道府県選抜チームで争う「第16回JOCジュニアオ
リンピックカップハンドボール大会」が12月25日から同
28日まで、大阪府堺市で開かれ、女子熊本が３位に入賞
しました。熊本県選抜チームには本渡中学校から４人、稜
南中学校から２人、五和西中学校から１人の生徒が選ば
れ、県代表として活躍。主将を務めた稜南中学校の濱由美
香さん（３年）は「全国制覇できず悔しかったですが、中学
校生活で１番の思い出になりました」と話していました。

１/13
倉 岳

▲えびす祭りでは「宮田棒踊り」も披露されました

新成人おめでとう
～市内各地で成人式を開催～

　１月３・４日、成人式が旧市町を単位とする９地区（牛深
地区は昨年８月に実施済み）で開催され、合計967人の新
成人が出席。本渡・有明・新和地区では、式典の企画・運
営に新成人自らが実行委員として参加しました。倉岳地区
の式典では、安田市長が「人生に夢と希望を持ち、自らの
人生を切り開いてください」とあいさつ。新成人を代表し
て堀川史さんが「今日の感激を忘れることなく、成人者と
しての自覚を持って生きたい」と誓いの言葉を述べました。

消防団員が訓練の成果披露！
～消防出初式～

　新春恒例の「消防出初式」が１月６日、本渡運動公園陸
上競技場で行われ、消防団員ら約1,200人が参加しまし
た。出初式では、整列隊形や規律などの通常点検や、地上
20ｍのところに設置されたかごの中のボールを落とす放
水競技などが実施され、日ごろの訓練の成果を披露。ま
た、昨年10月に発足した本市初の女性消防団員13人も、
堂々とした行進を披露しました。なお、通常点検では御所
浦方面隊が、放水競技では倉岳方面隊が優勝しました。

▲放水競技に臨む消防団員。
　　　　　　日ごろの訓練の成果を披露しました

１/13
有 明

▲契約した木に実ったミカンを
　　　　　ていねいに収穫するオーナーの皆さん

１/13
新 和

▲１区の中学生ランナーが元気よくスタート！

▲式典終了後の茶話会で
　　　　　  近況を報告し合う新成人（倉岳地区）

▲見事、全国３位となった
　　　　　ハンドボール女子熊本の選手の皆さん

１/６
河 浦

▲掛け声とともに魯こぎ体操で体を温める参拝者

ろ

す き お
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̶̶ 毎日の楽しみは？
 　１日の疲れをいやす晩酌

ですね。病院の先生から、
肝機能が低下しているの

で、少し控えるように言われていますが、体と相談し
ながら適当に飲んでいます。
̶̶ 健康の秘訣は？
　毎日１時間ぐらい歩くことです。
　夫婦で店をやっていますが、酒の配達などもまだま
だがんばっています。それから、健康なうちに、車で
人吉や阿蘇などにいる親友のところへ遊びに行きたい
と思っています。

　牛深町の天附保育園（吉川英之園長・全園
児26人）では、「生活の基本を大切に、自分
のことは自分でする」という精神を大事にし
ながら、子どもの心を育てることに重点をお
いた保育を行っています。
　年間を通して取り組んでいる“茶道”では、
静かな心と礼儀を学び、楽しみながら『間』
というものを体得しています。
　そのほかにも、豊かな自然や地域の人たち
に囲まれながら、四季折々の行事などを通し
て、心身ともにのびのびと元気いっぱいに育
っています。

　

本
渡
看
護
専
門
学
校
（
植
村
正

三
郎
学
校
長
・
学
生
数
１
２
０
人
）

は
、「
看
護
に
関
す
る
基
礎
的
な

知
識
と
技
術
を
習
得
し
、
人
間
性

を
高
め
、
主
体
的
学
習
態
度
を
養

い
、
地
域
の
保
健
医
療
に
貢
献
で

き
る
看
護
師
の
育
成
」を
目
的
に
、

教
科
学
習
の
ほ
か
、
医
療
現
場
で

の
実
習
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
に
は
戴
帽
式
を
実
施
。
１
年

生
が
看
護
師
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

ナ
ー
ス
キ
ャ
ッ
プ
を
受
け
取
り
ま

す
。
11
月
の
文
化
祭
「
秋
桜
祭
」

で
は
身
体
測
定
や
模
擬
店
な
ど
を

行
い
、
地
域
の
皆
さ
ん
も
多
数
来

場
さ
れ
、
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、
地
域
に
貢
献
し
よ
う
と
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
と
い
う
大
き
な
夢
に
向

か
っ
て
、
学
生
ど
う
し
励
ま
し
合

い
な
が
ら
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
Ｊ
Ａ

Ｌ
リ
ゾ
ー
ト
・
シ
ー
ホ
ー
ク
ホ
テ

ル
福
岡
で
１
月
12
日
か
ら
開
催
さ

れ
て
い
る
”日
本
の
宝
島
・
天
草

フ
ェ
ア
“。
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は
、
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

福
岡
と
天
草
の
交
流
の
証
と
し
て

福
岡
の
「
博
多
織
」
と
天
草
陶
石

を
使
っ
た「
ア
ズ
レ
ー
ジ
ョ（
装
飾

タ
イ
ル
）」
が
関
係
者
間
で
交
換

さ
れ
た
ほ
か
、
苓
明
高
校
郷
土
芸

能
部
の
天
草
ハ
イ
ヤ
踊
り
も
披
露

さ
れ
、開
幕
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

毎
年
評
判
の
天
草
ラ
ン
チ
は
、

天
草
大
王
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

身
が
引
き
締
ま
っ
た
車
え
び
や
タ

コ
飯
、
そ
し
て
今
回
は
ア
ワ
ビ
も

付
い
て
お
り
、
天
草
な
ら
で
は
の

料
理
が
大
変
好
評
で
す
。
ま
た
、

同
フ
ェ
ア
開
催
期
間
中
は
天
草
石

匠
会
に
よ
る
石
灯
な
ど
の
作
品
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
和
食
の
雰
囲

気
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

　

同
フ
ェ
ア
は
２
月
29
日
㊎
ま

で
。
福
岡
へ
お
い
で
の
際
は
、
ぜ

ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

▼
報
告
者
・
木
村 

英
樹

（
市
職
員
・
県
福
岡
事
務
所
派
遣
）

　棚底小学校（岡田幸英校長・全校児童56
人）では、豊かな心を育むため、米作りやシ
モン芋作りなどの体験活動をしています。
特に、倉岳特産のシモン芋は、３年生が総
合的な学習で加工から販売までの過程など
を学びながら、栽培や調理もしています。
　倉岳地区の３小学校は３月で閉校し、４
月から「倉岳小学校」としてスタートしま
す。現在、３月２日開催の閉校式など、各
閉校事業の実施に向けて実行委員会を立ち
上げ、式典・記念誌・記念碑の３部会を中
心に会議を重ねています。133年の歴史あ
る棚底小学校が閉校することは、寂しい思
いがします。思い出のいっぱい詰まった学
校の閉校事業を成功させたいと思います。

市民のスポーツ市民のスポーツ市民のスポーツ
（敬称略）

【2008倉岳えびすマラソン大会】（１月13日、えび
す像公園一帯）

［３㎞］●小学生女子…②松島史歩（有明町）③津
田結依（倉岳町）●同男子…①松本優生（有明町）
②倉田浩平（太田町）③山田雄喜（有明町）●一般
女子…③吉岡優子（北原町）●同男子…③松本馨
（有明町）

［５㎞］●中学生女子…①愛甲彩絵（牛深中）②上
野由香子（本渡中）③山本真衣（本渡中）●同男子
…①渡邊一磨（本渡東中）②梅津圭佑（牛深中）③
畑山修生（稜南中）●高校生女子…①松岡南（新
和町）②村田さくら（本渡町）③田中美彩（本町）

［10㎞］●高校生男子…①大田侑典（新和町）②大
中彰太郎（楠浦町）●一般女子…③中野聖子（本
渡町）●同男子…②原田祐治（河浦町）③山下将近
（楠浦町）

棚底小学校　

体験活動を通して育む豊かな心

ゆきひで

　

年
明
け
の
２
日
、
家
族
で
雲
仙

へ
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
、
眼
下
に

浮
か
ぶ
美
し
い
天
草
諸
島
を
眺
め

な
が
ら
、「
日
本
の
宝
島
に
し
な
け

れ
ば
」と
改
め
て
決
意
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
年
末
年
始
に
か
け

て
い
ろ
ん
な
事
件
・
事
故
が
あ
り

ま
し
た
。
中
で
も
、”親
が
子
を
殺

す
“”子
が
親
を
殺
す
“
と
い
う
、

悲
惨
な
事
件
に
は
胸
を
痛
め
て
い

ま
す
。

　

１
月
３
・
４
日
に
は
市
内
９
カ

所
で
成
人
式
を
開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
私
は
４
会
場
に
出
席
し

ま
し
た
が
、
ど
こ
も
す
ば
ら
し
い

成
人
式
で
し
た
。
栖
本
地
区
で
は

成
人
者
40
人
が
１
人
ひ
と
り
、
新

成
人
と
し
て
の
決
意
や
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。
「
こ
れ
か
ら

は
親
孝
行
を
し
た
い
」。
幾
人
も

の
成
人
者
の
口
か
ら
”親
孝
行
“

と
い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

殺
伐
と
し
た
世
の
中
に
あ
っ
て
、

本
市
に
は
立
派
な
成
人
者
が
た
く

さ
ん
い
る
な
、
と
安
心
し
ま
し

た
。
自
衛
官
を
し
て
い
る
と
い
う

１
人
は
「
私
は
国
家
公
務
員
と
し

て
国
を
守
っ
て
い
る
。
成
人
に
な

っ
た
の
を
契
機
に
、
こ
れ
か
ら
は

母
親
を
守
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

成
人
を
迎
え
た
若
者
た
ち
と
も

夢
を
語
り
合
い
、
課
題
を
一
つ
ひ

と
つ
解
決
し
な
が
ら
、
日
本
の
宝

島
・
天
草
を
創
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

▲交流の証としてアズレージョを贈呈する木山勝彦・
あまくさ元気まるかじり推進委員会副委員長（右）

い
し
あ
か
り
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本
渡
看
護
専
門
学
校　

 
看
護
師
を
目
ざ
し
て

 　
　
　

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す 

上原 敏夫 さん
（新和町小宮地・81歳）

天附保育園　

茶道に親しみ『間』を体得

コ
ス
モ
ス

シモン芋の収穫を喜ぶ児童たちシモン芋の収穫を喜ぶ児童たちシモン芋の収穫を喜ぶ児童たち

茶道に親しむ園児たち茶道に親しむ園児たち茶道に親しむ園児たち

としお

天
草
市
長  

安
田
公
寛

宝
島
づ
く
り
に
向
け

　
　
　

 
若
い
力
に
も
期
待

「秋桜祭」には多くの地域の皆さんが来場「秋桜祭」には多くの地域の皆さんが来場「秋桜祭」には多くの地域の皆さんが来場
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佐々木 結々子 ちゃん
栄　町

平成19年２月10日生
父・壯さん　母・尚代さん

我が家のアイドル
笑顔でいやされます。

横 手 澄 海 くん
久玉町

平成19年２月２日生
父・大嗣さん　母・真帆さん

工 藤 美 佳 ちゃん
八幡町

平成19年２月16日生
父・季樹さん　母・裕子さん

じいちゃん、ばあちゃん大好き♡
海里、陸斗、たくさん遊ぼうね！！

おじいちゃん、おばあちゃん、また遊
びに来てね！良い子で待ってるよ～。

田 中 月 菜 ちゃん
五和町二江

平成19年２月14日生
父・隆博さん　母・愛子さん

真紗也兄ちゃん、理久兄ちゃん、
星空姉ちゃん　大好き♡

益 田 陽 向 ちゃん
亀場町亀川

平成19年２月３日生
父・慎吾さん　母・由里子さん

３月で満１歳になるお子さんを募集します！
●応募期限＝２月12日㊋まで（必着）。
●応募方法＝写真裏にお子さんの住所、氏名（ふり
がな）、生年月日、性別、電話番号、コメント
（30 字以内）、保護者名（父・母）を記入し、〒

863-8631（住所記載不要）天草市役所秘書課へ
郵送または持参してください。なお、写真はお子
さんが大きく、鮮明に写っているものをお願いし
ます。また、写真の掲載は６人まで（応募者多数
の場合は抽選）とし、応募写真は返却しません。

「
成
人
講
座
」
を
連
続
60
回
開
催

新
合
地
区
振
興
会
（
森
田
一
郎
会
長
）

　

１
月
２
日
、
河
浦
町
の
新
合
地

区
で
、「
成
人
講
座
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
新
成
人

と
な
る
若
者
た
ち
を
地
域
で
お
祝

い
し
よ
う
と
行
っ
て
い
る
も
の
。

昭
和
24
年
、
戦
後
の
厳
し
い
環
境

の
中
で
始
ま
り
、
地
域
の
人
た
ち

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
１
年
も
途
切

れ
る
こ
と
な
く
続
け
ら
れ
、
今
年

で
60
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

昭
和
50
年
代
ま
で
は
２
泊
３
日

の
日
程
で
研
修
や
講
演
会
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
近
年
は
、

式
典
の
後
に
記
念
植
樹
を
し
、
新

成
人
者
と
そ
の
親
が
小
学
校
時
代

の
恩
師
を
囲
ん
で
語
り
合
う
な
ど

し
て
、
新
成
人
と
し
て
の
研
さ
ん

を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
の
講
座
に
は
同
地
区
出
身

の
新
成
人
８
人
が
参
加
し
、
小
学

校
の
恩
師
や
地
区
振
興
会
役
員
ら

が
見
守
る
中
、
歴
代
の
記
念
樹
が

並
ぶ
新
合
公
民
館
の
入
口
に
、
旧

河
浦
町
の
町
木
だ
っ
た
「
サ
ザ
ン

カ
」
の
木
を
植
え
ま
し
た
。
植
樹

後
は
謝
恩
会
が
開
か
れ
、
懐
か
し

い
恩
師
や
同
級
生
と
と
も
に
互
い

の
成
長
を
祝
い
ま
し
た
。

　

同
地
区
の
新
成
人
も
年
々
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
成
人
講
座

は
こ
れ
か
ら
も
地
区
振
興
会
で
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

おいかけっこ大好き！！
みんな陽向といっぱい遊んでね　

　

昨
年
９
月
か
ら
、
祖
父
母
や
父

と
と
も
に
家
業
の
畜
産
業
に
携
わ

っ
て
い
る
。
現
在
、
繁
殖
用
の
親

牛
50
頭
と
30
頭
前
後
の
子
牛
を
飼

育
し
て
お
り
、
子
牛
は
生
後
８
カ

月
ほ
ど
で
競
り
に
出
す
。
こ
の
ほ

か
、
米
づ
く
り
も
手
が
け
る
。

　

家
業
を
継
ご
う
と
思
っ
た
の
は

中
学
校
を
卒
業
す
る
こ
ろ
。
畜
産

科
が
あ
る
熊
本
農
業
高
校
へ
の
進

学
を
決
め
た
。
在
学
中
に
ほ
か
の

仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
も
あ

っ
た
が
、
結
局
、
こ
の
道
を
選
ん

だ
。
そ
の
理
由
は
、「
牛
が
好
き

だ
か
ら
」。

　

高
校
卒
業
後
、
鹿
児
島
の
畜
産

農
家
で
半
年
間
の
研
修
を
受
け

た
。
そ
の
後
１
カ
月
間
、
県
立
農

業
大
学
校
で
講
習
を
受
け
、
牛
の

人
工
授
精
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　

家
業
に
本
格
的
に
携
わ
る
よ
う

に
な
っ
て
４
カ
月
。
人
口
授
精
に

よ
る
種
付
け
に
何
度
か
挑
戦
し
た

が
成
功
せ
ず
、
獣
医
に
お
願
い
す

る
ば
か
り
。
今
は
、
毎
日
の
仕
事

の
中
で
経
験
を
積
ん
で
い
る
最
中

だ
。

　

仕
事
上
で
、
１
番
気
を
遣
う
の

が
え
さ
の
管
理
。
１
年
を
通
し
て

毎
日
、
同
じ
量
を
与
え
な
い
と
体

調
を
崩
す
。
そ
の
た
め
、
１
頭
１

頭
の
体
型
や
毛
ヅ
ヤ
、
フ
ン
の
状

態
な
ど
を
見
て
、
草
と
農
耕
飼
料

の
配
分
を
調
節
し
な
が
ら
え
さ
を

与
え
て
い
る
。
飼
料
は
す
べ
て
自

給
。
そ
の
た
め
、
草
の
刈
り
取
り

や
冬
場
に
向
け
た
保
存
作
業
な
ど

で
、
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は
多
忙

を
極
め
、
午
前
２
時
ご
ろ
ま
で
作

業
が
続
く
。

　
「
ま
ず
は
、
繁
殖
牛
の
飼
育
頭

数
を
80
〜
90
頭
ま
で
増
や
し
た

い
。
そ
し
て
、
規
模
が
大
き
く
な

っ
て
も
飼
料
は
１
０
０
％
自
給
で

き
る
よ
う
が
ん
ば
り
た
い
」。

　

目
標
を
見
据
え
、
確
実
に
前
へ

進
も
う
と
す
る
強
い
信
念
が
見
え

た
。

水田葵菜ちゃん・陽菜ちゃん
河浦町今田

平成19年２月28日生
父・順司さん　母・美沙子さん

あおな

（写真左） （写真右）

ひ な

２人で仲良く大きくなってネ。

み かす か い

ゆ ゆ こ ひ な た

る な

▲新成人８人がサザンカを記念植樹

－畜産業の若き後継者－

樋 口 慶 太 さん（河浦町今田・19歳）

「頭数を増やしても自給の飼料で」
けいた

　

仕
事
の
関
係
で
引
っ
越
す
こ
と

に
な
り
、
そ
の
準
備
で
ゴ
ミ
が
た

く
さ
ん
出
る
と
思
い
ま
す
。
ど
の

よ
う
に
処
分
す
れ
ば
よ
い
で
し
ょ

う
か
。　
　
　
　
　
〔
匿
名
希
望
〕

【
お
答
え
し
ま
す
】

　

不
用
と
な
っ
た
家
具
や
、
引
っ

越
し
作
業
で
使
い
残
し
た
ダ
ン
ボ

ー
ル
や
包
装
材
な
ど
を
、
一
度
に

多
量
に
各
地
区
の
ゴ
ミ
収
集
所
へ

出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の

場
合
は
、
本
庁
・
環
境
課
か
ら
配

布
し
て
い
る
「
家
庭
ゴ
ミ
の
出
し

方
」に
従
っ
て
正
し
く
分
別
し
て
、

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
処
分
し

て
く
だ
さ
い
。

①
自
分
で
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

持
ち
込
む

　

こ
の
場
合
、
ゴ
ミ
は
、
透
明
で

中
身
の
見
え
る
袋
で
あ
れ
ば
、
市

の
指
定
袋
に
入
れ
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
50
㎏
ま
で
２

５
０
円
（
50
㎏
を
超
え
る
と
10
㎏

ご
と
に
50
円
加
算
）
の
使
用
料
が

必
要
で
す
（
資
源
物
は
無
料
）。

ト
ラ
ッ
ク
で
運
ぶ
場
合
は
、
飛
散

防
止
の
た
め
荷
台
を
シ
ー
ト
で
覆

っ
て
く
だ
さ
い
。
持
ち
込
み
が
で

き
る
日
は
、
月
〜
金
曜
日
（
牛
深

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
月
〜
土
曜

日
。
い
ず
れ
も
祝
日
を
除
く
）
で

す
。
な
お
、
搬
入
時
間
な
ど
の
詳

細
は
各
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
お
尋
ね

く
だ
さ
い
（
右
表
参
照
）。

②
市
が
許
可
し
た
一
般
の
収
集
業

者
に
依
頼
す
る

　

こ
の
場
合
は
、
各
収
集
業
者
が

設
定
し
た
料
金
を
支
払
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
収
集
業
者
の
連
絡
先

は
、
本
庁
・
環
境
課
廃
棄
物
対
策

係
☎
㉓
１
１
１
１
内
線
１
２
７
３

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

〔
本
庁
・
環
境
課
廃
棄
物
対
策
係
〕

  

引
っ
越
し
で
出
る

　
　
　
　

  

ゴ
ミ
の
処
分
は
？

※本渡・松島地区清掃センターについて
は、毎月29日以降は「燃やせないゴミ」
の持ち込みはできません。

施　設　名
本渡地区清掃センター
松島地区清掃センター
御所浦クリーンセンター
牛深クリーンセンター
西天草クリーンセンター

電話番号
☎㉓1991
☎570161
☎672111
☎725541
☎760331

□各清掃センター問い合わせ先
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　浜崎町の延慶寺境内にある「兜梅」。樹齢500年以上
といわれ、東西14ｍ、南北７ｍにわたる枝ぶりがみご
とで、小さくて白い可憐な花を咲かせます。バラ科サク
ラ属の白梅で、樹高約３ｍ、根回り約1.7ｍ。天然記念
物として県指定重要文化財の一つにも数えられていま
す。毎年、２月上旬から中旬にかけて見ごろを迎えます。

（※写真は平成16年２月に撮影）

浜崎町
VoL.24

500年の時を越えて咲く“兜梅”

日本の宝島“天草”の創造を目ざして！日本の宝島“天草”の創造を目ざして！

「市政だより天草」は再生紙を使用しています
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　TEL 0969-23-1111
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　URL http://www.city.amakusa.kumamoto.jp/
　E-mail hisyoka@city.amakusa.lg.jp
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その⑫

　大江天主堂の前に、五足の靴
一行の１人・吉井勇の歌碑が２
基建立されています。これは、
全国にある吉井勇の歌碑の中
で、１番目と100番目に建てら
れた記念すべきものです。

　１番目の歌碑は、郷土史家の
浜名志松さん（天草町大江）ら
が尽力され、昭和27年に建立。
吉井勇の短歌「白秋とともに泊
まりし天草の大江の宿は伴天連
の宿」が刻まれています。
　また、100番目に建立された
歌碑には、最初の歌碑の除幕式
に訪れた吉井勇が、歌碑を前に
して五足の靴の旅や仲間を懐か
しんで詠んだ歌「ともにゆきし
友みなあらず我一人老いてまた
踏む天草の島」が刻まれていま
す。皆さんもぜひご覧ください。

▲大江天主堂前に建つ吉井勇の歌碑（写真右が
１番目に、左が100番目に建立された歌碑）

ば て れ ん

かぶとうめ

「吉井勇の歌碑」

　世界のト○タでは、「会社が日々
進歩するためには、トラブルが起
きたときにその企業や人がどうい
う姿勢で対応するかが重要。『な
ぜ』を５回繰り返し、本当の原因
を見つけ対策を講じている」との
こと。私はこれまでの失敗で、本
当の原因を追究したことは？【空】

　とても有名な辞典が10年ぶり
に改定され、新語が約１万語追加
されました。時代を反映し、めっ
ちゃ、自己中、マイブーム、着メ
ロなどが掲載されています。ただ、
新語の中に私が敬愛する「○○弁」
が入っているのかが心配です。「そ
んなの載る訳ねー」だろうな。【凡】

　かぜをひきやすい私。予防のた
めに毎日、ヨード液でうがいをし
ていましたが…。なぜ？と思って
いたら、ある実験の記事を発見。
ヨード液うがいをした場合と何も
しない場合のかぜの発症率はほぼ
同じ、水うがいはその約40％との
こと。これまでの苦労は…。【松】

　旅行の楽しみは、その土地の名
物を食すことだと思い、旅に出た
ときはいつも食い倒れています。
そこで、いつも思うのは、“天草
の食べ物っておいしい”。なんだ
かんだ言って、「これは天草のほ
うがおいしい！」なんて言ってい
る自分がいます。好きだねえ。【村】


